
秋田市建設部建築課

既存笠木等の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　平場の保護コンクリート厚さ

　　・こて仕上げ　　　　　　　　※水下　80㎜以上　　・　

　　・床タイル張り等の仕上げ　　※水下　60㎜以上　　・　

　部分粘着層付き改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　改質アスファルトルーフィングシートの種類および厚さ

　　※改修標仕 表3.3.3から表3.3.9 による　　　・　

　　※改修標仕 表3.3.3から表3.3.9 による　　　・　

２ 足 場 そ の 他 (2.2.1)内部足場

(2.2.1)

・　

都市計画区域（　・内　　・外　　　　　　　）用 途 地 域 等

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
件 名

課 長

種 別

縮 尺

設計年月日 年 度 区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 Ⅰ
章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項

Ⅰ　工 事 概 要

工 事 名１

工 事 場 所２

３

用途地域　　（　　　　　　　　　　　　　　）

防火地域等　（　・防火　　・準防火　　・法第22条指定地域　　・指定無し　）

その他の地域・区域　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４ 主 要 用 途

敷 地 面 積５

垂直積雪量(m) 風速(Ｖo)　　・30　・32　・34そ の 他 の 条 件６

地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ

（対象棟・工事種別・改修部位等）改 修 内 容７

棟

構 造

階 数

建 築 面 積

・　

・　

Ⅱ　建築改修工事仕様

１　共通仕様

２　特記仕様書の適用等

３　特記仕様書の範囲

章 項 目 特 記 事 項

※建築工事施工管理要領（一般社団法人公共建築協会）（平成26年改訂版）

※建築工事監督実施要領（秋田県建設交通部監修）（平成16年版）適 用 基 準 等１

２ ※適用する　　・適用しない (1.1.4)

１

一

般

共

通

事

項

延 床 面 積

設 計副参事副参事

（ 令 和２ 年 版 ）

※営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課）（平成31年版）

　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工 事 の 余 裕 期 間３ ・適用する（・発注者指定方式　・任意着手方式）　　※適用しない

　適用する場合は別に定める「余裕期間に係る特記事項」によること。

４ 工事中、完成時ともカラー写真とする。

着 工 前

工 事 中

サービス版

サービス版 工事写真の撮り方　建築編

サービス版

工事写真の撮り方　建築編

撮 影 箇 所規 格分 類 提出部数

１ 部

部１

部１工事写真の撮り方　建築編

監督員の指示によるキャビネ版
完 成 時

部

原議添付用 サービス版 着工前・完成時のダイジェスト版 １ 部

また、上記の写真はデジタル写真も可とし、その仕様等は監督員の指示による。

工 事 写 真

５ 概 成 工 期 (1.2.1)

６ 電 気 保 安 技 術 者 ・適用する　　※適用しない (1.3.3)

施 工 条 件７ (1.3.5)

(1.3.12)

・現場再利用発生材

(1.3.12)

室 名 使用部位 詳細(厚さ等) そ の 他

室 名 使用部位 詳細(厚さ等) そ の 他

工事期限より（　　）日前

　関連工事による施工時期の調整　　・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　）　・無

　施工時期・時間の制限　　　　　　※指定しない　　　　・（内容：　　　　　）

　部位別施工順序　　　　　　　　　※指定しない　　　　・図示による

　工事用車両の駐車場所　　　　　　・有（図示による）　・無

　資機材置場所　　　　　　　　　　・有（図示による）　・無

　関係機関等との協議の未成立事項　・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　）　・無

　関係機関等との協議結果　　　　　・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　）　・無

　現場代理人　　　　　　　　　　　・兼務を認める　　　・兼務を認めない

　　　　　　　　　　　　　　　　　（常駐義務緩和の要件を満たす場合）

８ 施 工 中 の 安 全 確 保 ※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（平成９年建設省告示第1536号）」に基

　づき、指定された建設機械を使用する。 (1.3.7)

※「建設機械に関する技術指針（平成３年建設省通知第 247号）」に基づき、指定された排出

　ガス対策型建設機械を使用する。 (1.3.7)

９ 発 生 材 の 処 理 等 (1.3.12)

建 設 発 生 土

コンクリート塊

アスファルト塊

建設発生木材

種 類 再資源化等をする施設名・住所・搬出距離(km)

契約時の協議による

契約時の協議による

契約時の協議による

契約時の協議による

・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理 (1.3.12)

種 類

上記以外の発生材 契約時の協議による

処分施設の名称・住所・搬出距離(km)

・工事補足説明事項

・図示による

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　アスベスト含有建材　　・有　　・無

特別管理産業廃棄物　（　・有　　・無　）

工事実績情報サービス

(CORINS)へ の 登 録

・特定建設資材廃棄物の再資源化が必要な発生材

　　受入施設名　秋田県環境保全センター　【所在地 大仙市協和上淀川】

・飛散性アスベストの使用状況

・非飛散性アスベスト成形板の使用状況

ＰＣＢ含有製品の処理

　ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）含有機器　　・有　　・無

　　ない安全な容器に納め、所定の表示を行い、監督員の指示に基づき監督員に引き渡すこと。

　ＰＣＢ含有シーリング材　　・有　　・無　　・不明（含有分析検査を行う）

ＣＣＡ処理木材およびせっこうボード製品の処分について　　・該当　　・非該当

・ＣＣＡ処理木材

・ひ素混入石膏ボード

（小名浜吉野石膏㈱いわき工場　昭和48年３月～平成９年４月に製造）

・カドミウム含有石膏ボード

（日東石膏ボード㈱八戸工場　平成４年10月～平成９年４月に製造）

※管理型最終処分場で埋立処分すること

※管理型最終処分場で埋立処分すること

・秋田県環境保全センター

・秋田県環境保全センター

種　類 処分をする施設名

・

参考：廃石膏ボード現場分別解体マニュアル（案）（平成24年３月国土交通省）

　　有の場合は、ＰＣＢを含有する電気照明器具等の機器から当該部分を取り外し、漏洩の恐れの

※本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、秋田

　県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理するものとする。

・秋田県建設副産物対策に係わる取扱い要領に基づき、工事着手前に再生資源利用計画書および再

　生資源利用促進計画書を、また工事完成時に同計画書の実施書を監督員に提出するものとする。

(1.3.12)

交 通 安 全 管 理10 関係機関との協議　　・必要（関係機関：　　　　　　　　　　　　　　　）　・必要なし (1.3.9)

交通誘導員　　・配置する（　・警備業法第18条に規定する特定の種別の警備業務　・任意）

　　　　　　　　　　　　（　　　人・日）

　　　　　　　・配置しない

　特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則（平成17年国家公安委員会規則第

11 事 故 報 告

判明次第、指示する事故報告書により速やかに監督員に提出すること。 (1.3.10)

12 既 存 部 分 の 処 置 既存部分の養生　　・必要（養生部分：　　　　　　　　）　　・必要なし (1.3.13)

13 建 築 材 料 等 ※本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、以下

　のいずれかに該当するものとする。

　２　エコマーク認定製品（(公財)日本環境協会）

　３　秋田県認定リサイクル製品

　４　建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新年版）（(一社)公共

　　　建築協会）（以下「評価名簿」という。）に記載の製品

　５　以下の①～⑥の事項を満たす材料製造業者等が製造した材料

　　③　安定的な供給が可能であること。

　　④　法令等で定める許可、認定又は免許を取得していること。

　　⑥　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　　　なお、５の材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明

　　となる資料又は、外部機関が発行する証明書の写し等を監督職員に提出して承諾を受ける

　　ものとする。

　　　また、商品名等が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品

　　を使用する場合は監督員の承諾を受けること。

14 化学物質を放散する

建 築 材 料 等

　建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の(1)から(4)までを満たすものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　ボード、その他木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、

(3) 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

　　い難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていない材料を使用する。

(4) (1) の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒ

　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次

の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　②　建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　③　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　④　建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　20号）および秋田県公安委員会告示第 144号（平成18年10月６日）による。

工事施工中に事故、災害が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、事故の全容が

　１　ＪＩＳおよびＪＡＳマーク表示のある材料

　　①　品質および性能に関する試験データを整備していること。

　　②　生産施設および品質の管理を適切に行っていること。

　　⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　仕上塗材は、アセトアルデヒドおよびスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料

　　で設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2) 接着剤および塗料は、トルエン、キシレンおよびエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

　　使用する。

　　ド、アセドアルデヒドおよびスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用し

　　たものとするもの。

　①　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種および第三種ホルムアルデ

　　　ヒド発散建築材料以外の材料

３

防

水

改

修

工

事

　　・実施する　（実施する部位：　　　　　　　　　　　　　　　）　　・実施しない

(1.6.5)仕上がり程度の判断ができる見本施工の実施見 本 施 工18

　事作業）　造園（・造園工事作業）

　路面標示施工（・溶融ペイントハンドマーカー工事作業　・加熱ペイントマシンマーカー工

　・吹付け硬質ウレタンフォーム断熱工事作業）　内装仕上げ施工（・カーテン工事作業）

　質系床仕上げ工事作業　・ボード仕上げ工事作業）　表装（・壁装作業）　熱絶縁施工（

　仕上げ施工（・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ工事作業　・木

　テンウォール施工（・金属製カーテンウォール工事作業）　塗装（・建築塗装作業）　内装

　シ施工作業）　自動ドア施工（・自動ドア施工）　ガラス施工（・ガラス工事作業）　カー

　左官（・左官工事）　内装仕上げ施工（・鋼製下地工事作業）　サッシ施工（・ビル用サッ

　り（・タイル張り作業）　建築大工（・大工工事作業）　建築板金（・内外装材板金作業）

　トーチ工法防水工事作業　・ＦＲＰ防水工事作業）　石材施工（・石張り作業）　タイル張

　作業　・セメント系防水工事作業　・シーリング防水工事作業　・改質アスファルトシート

　ム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業　・塩化ビニル系シート防水工事

　水施工（・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業　・アクリルゴ

　築（・コンクリートブロック工事作業）　ＡＬＣパネル施工(・ＡＬＣパネル工事作業)　防

　ト圧送工事作業）　型枠施工（・型枠工事作業）　鉄骨（・構造物鉄工作業）　ブロック建

　とび（・とび作業）　鉄筋施工（・鉄筋組立作業）　コンクリート圧送施工（・コンクリー

(1.6.2)※適用する　　適用職種（一級、単一等級の職種作業）　　・適用しない技 能 士17

(1.5.3)・既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

(1.5.2)

成 果 品調査方法調査範囲調査項目

施工数量調査施 工 調 査16

によるものとする。

建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法特 別 な材 料 の 工 法15

化学物質の濃度測定 　次の室の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省の定める指針値以下であるこ

とを確認し、監督職員に報告すること。

※測定対象化合物質：ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

測定数

室の床面積Ａ(㎡)

１ ２ ３ ４

Ａ≦50 50＜Ａ≦200 200＜Ａ≦500 500＜Ａ

　測定個所数　全　　　か所　（測定対象室は、監督員の指示による。）

　職員の指示による。

・測定方法：測定は、パッシブ型採取機器を用いる。採取機器および採取要領については監督

19

完 成 図 書 等

※引渡書類は、Ａ４クリアファイルに製本して　部提出すること。

　添付書類は受注後の協議(引き渡し書類目録）による。

技 術 検 査 等

実施時期等

※段階確認　　※実施する　　・実施しない

※中間検査　　工事検査室と協議のうえ、決定する。20

(1.6.9)

(1.7.2)

(1.8.1)21

電 子 納 品 等 ※電子納品対象工事　　・電子納品対象外工事

　受注者は、次により電子納品を行うものとする。ただし、監督職員の承諾があった場合はこ

　(1) 完成図書は、「工事完成図書の電子納品等要領」（以下「要領」という。）に基づいて

　　　解釈に疑義がある場合は監督職員と協議の上、電子化の是非を決定するものとする。

　　　作成すること。特に記載の無い事項については、電子データを提出する義務はないが、

　(2) 電子データは、「要領」に示されたファイルフォーマットに基づいて作成すること。

　ＣＤ－Ｒ（監督職員提出用）提出部数：（　　　）部

の限りでない。

22

　契約事項による契約不適合責任期間満了前に契約不適合点検を行うので受注者は立ち会うこと。

設備工事との取合い

電気 機械 建築

●

● ●

●

● ●

●

施工範囲　　注）複数箇所に●印のあるものは、各工事を適用する。

梁・床・壁貫通部

壁埋込型器具類

種　　別 区 分

補 強

ス リ ー ブ

補 強

仮 枠

切込、補強

● ●

● ●

●

●電動シャッター・自動扉 開閉装置、二次配線・操作スイッチ

自動開閉装置

墨 出 し

●

● ●

二 次 配 管

●

軽量鉄骨壁の機器取付け用の補強、機器吊ボルト用インサート

※施工図

※適用する　　・適用しない

機械室電気室等の設備機器の基礎、機械室電気室等の設備ピッ

ト（蓋含む）、自立型制御盤の基礎、自立型アンテナの基礎、

床点検口、天井点検口、消火水槽用マンホール

　設備機器の位置、取合い等を検討できる総合図を提出し、監督職員の承諾を受けること。

契 約 不 適 合 点 検

天井理込型器具類下地

別途機器への接続

防火戸

23

24

仮 囲 い１２

仮

設

工

事

・設ける（位置、種類、延長等は図示）　　・設けない

外部足場

　・枠組足場　　　　（　※手すり先行工法　　・その他　）

　・くさび緊結式足場（　※手すり先行工法　　・その他　）

　※脚立、足場板等　・階段仕上足場　・棚足場　・移動式足場　・その他　

　　足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成21年４月

　　策定）」により、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

　　によるものとする。

防護シート

　※設ける(・シート　※ネット状シート　・遮音シート)　　・設けない

材料の運搬

　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・Ｅ種

　・養生を行う　　※養生を行わない

　　養生の方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　保管場所　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４ 仮 設 間 仕 切 り 仮設間仕切り　　・設ける　　※設けない (2.3.2)

　※合板張り木製扉　　・アルミ製扉　　（詳細は図示）

５ (2.4.1)

６ 工事用水　　構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　・利用できない

工事用電力　構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　・利用できない

３ 既 存 部 分 の 養 生 既存部分の養生　　※ビニールシート等　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　） (2.3.1)

既存家具等の養生　※ビニールシート等　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

備品、机・ロッカー等の移動

　・行う（図示）　※行わない

既存ブラインド、カーテン等養生および保管場所

仮設扉　　　　　・設ける　　※設けない

　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種　  　　　（詳細は図示）

(2.2.1)

・設ける　　※設けない

　規模：・10㎡程度　・20㎡程度　・35㎡程度　・65㎡程度　・100㎡程度

　　　　・受注者事務所の中に監督員用スペース（　　　）㎡程度確保する。

　備品：※机、いす、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯、冷暖房機器、

　　　　　その他監督職員の指示するもの。

縮小製本図

工事用水および電力

　・工事着手時に設計図を２つ折製本としてＡ２縮小版　　部、Ａ３縮小版　　部を提出する。

位置等　　監督職員が指定する位置に　　か所工 事 表 示 板 の 設 置

表示時期　工事着工時から完成時まで

表示板の形式

工 事 名 称

工 事 期 間

建　築　主

設　計　者

工事監理者

工事監督者

工事施工者

建　築　工　事　の　表　示

担当　○○　TEL000-000-0000○○○○○○○○○

構造・規模

　注１　表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。

　　２　地色は、マンセル記号１ＧＹ７．５／８とし黒文字（角ゴシック）で表現する。

　　３　表示板の大きさ

　　　　※１号　 （横180㎝×縦 90㎝）　　　　・２号　 （横240㎝×縦120㎝）

　　　　・３号　 （横360㎝×縦180㎝）　　　　・その他　(横 90㎝×縦 45㎝)

(2.3.1)

※建設リサイクル法対象工事は、「届出（通知）済シール」を建設業許可標識に貼付すること。

７

イ メ ー ジ ア ッ プ

工 事 現 場 の ・行う　　※行わない

　建物のイメージがわかるようパース等を活用して表示する。

　（サイズ1,800×900　カラーコピーラミネート加工程度）

　　　　　　　　　・設けない（既存再利用）

降雨等に対する養生１ (3.1.3)

２ 既 存 防 水 層 の 処 理 (3.2.3)

　　　　　　　　　・行わない

(3.2.4)

　　　　　　　　　・行わない

改修用ドレン　　　・設ける（ＰＯＡＳ，ＰＯＡＳＩ，ＰＯＤ，ＰＯＤＩ，ＰＯＳ，ＰＯＳＩ，

　　　　　　　　　　　　　　ＰＯＸ工法の場合、主防水材製造所の仕様による）

(3.2.5)

　補修箇所の形状、長さ、数量等　　※図示による　　・　 (3.2.6)

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

架台回り等の処置　　※図示による　　・　

　・行う（・Ｍ４ＡＳ　・Ｍ４ＡＳＩ　・Ｍ４Ｃ　・Ｍ４ＤＩ　・Ｌ４Ｘ）

　・行わない

※改修標仕3.1.3(5)(ア)～(ウ)による　　・　

既存保護層の撤去　・行う（　範囲　・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　）

既存防水層の撤去　・行う（　範囲　・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　）

既存下地の補修および処置

既存保護層の補修および処置（ＰＯＳ工法およびＰＯＳＩ工法（機械的固定工法））

　・既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立ち上り部等の補修および処置

　　※改修標仕 3.2.6(4)(ウ)(g)①～③による　　・　

３ ア ス フ ァ ル ト 防 水

・P2A ・Ａ－１

・Ａ－３

工 法 種 別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

・P1B ・Ｂ－１

・Ｂ－３

・P2AI ・ＡⅠ－１

・ＡⅠ－３

・P1BI

・ＢⅠ－３

・T1BI

・ＢⅠ－１

・Ａ－２

・Ｂ－２

・ＡⅠ－２

・ＢⅠ－２

・25㎜　・50㎜

(材質)

(厚さ)

　スチレンフォーム断熱材３種

ｂＡ(スキン層付き)

※フラットヤーン

　クロス70g/㎡程度

・

※ポリエチレン

　フィルム

・

　厚さ0.15㎜以上

・コンクリート押え

・乾式保護材

　・JIS R 1250

　・　

屋根保護防水

(3.1.4)(3.3.2～5)

　　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による　　・　

　コンクリートの仕上がりの平坦さ

　押え金物の材質および形状寸法

　　※図示　・アルミニウム製 Ｌ－30×15×2.0(㎜)　・　

　　種別　・ａ種　・ｂ種　・ｃ種　：改修標仕 表8.1.5による

　屋上排水溝　・適用する（図示）　・適用しない

(3.3.5)

(3.3.2)

※JIS A 9521による押出法ポリ

屋根露出防水工法

工 法 種 別 施工箇所 断熱材
仕上げ塗料

種類 使用量
備 考

・M4C ・Ｃ－１

・Ｃ－３

・Ｃ－４

・M3D

・POD

・Ｄ－１

・Ｄ－３

・Ｄ－４

・

・製造所

　による

・

・製造所

　による

・

・製造所

　による

・

・製造所

　による

・Ｃ－２

・Ｄ－２

　の仕様 　の仕様

　の仕様 　の仕様

　の仕様　の仕様

設けない・

設けない・

・設ける

・設ける

脱気装置

　による

・製造所

・

　による

・製造所

・

脱気装置

・設ける

設けない

・設ける

・設けない

・

改修標仕 3.3.2(9)

(種類)・　

　　　・　

　　　・　

(厚さ)・ 25mm

改修用ドレン

改修用ドレン

　脱気装置の種類および設置数量

　屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材

　　ルーフドレイン回りおよび立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋内防水

工 法 種 別 施工箇所

保護層

・設ける

・設けない

・P1E

・P2E

・Ｅ－１

・Ｅ－２

備　考

　・Ｅ－１の工程３を行う部位　（※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　・　　　　　）

　押え金物の材質および形状寸法

　　※図示　・アルミニウム製 Ｌ－30×15×2.0(㎜)　・　

　屋上排水溝　・適用する（図示）　・適用しない

４ 改 質 ア ス フ ァ ル ト

シ ー ト 防 水
工 法 種 別 施工箇所 断熱材

仕上げ塗料

使用量種類
備 考

・M4AS ・

・製造所

・

　の指定

脱気装置

・設ける

・設けない

・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｔ２

・ＡＳ－Ｊ２ 　の仕様

　による 　による

3.4.2(3)(ウ)

改修標仕

(種類)・　

　　　・　

(厚さ)・ 25mm

　　　・ 50mm

改修用ドレン

・設ける

・設けない

防湿層

・設ける

設けない・

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

(3.1.4)(3.4.2､3)防水層の種別

防水層の種別

防水層の種別

防水層の種別

７ シ ー リ ン グ シーリング改修工法の種類

　・シーリング充填工法

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法 ： ボンドブレーカー張り　　・適用する　　・適用しない

　　　　　　　　 ： エッジング材張り　　　　・適用する　　・適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

　改質アスファルトシートの種類および厚さ

　　※改修標仕 表 3.4.1 から表 3.4.3 による　　 ・　

　粘着層付改質アスファルトシートおよび部分粘着層付改質アスファルトシートの種類および厚さ

　　※改修標仕 表 3.4.1 から表 3.4.3 による　　 ・　

　　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による　　・　

　屋根露出防水絶縁工法および屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類および設置数量

　押え金物の材質および形状寸法

　　※図示　・アルミニウム製 Ｌ－30×15×2.0(㎜)　・　

(3.4.2)

５ 合 成 高 分 子 系 ル ー

フィングシート防水

防水層の種別

備 考
仕上げ塗料

断熱材施工箇所種 別工 法
使用量種類

・POS

・S4S

・

・製造所

　による

・

　による

脱気装置

・設ける

・設けない

(3.1.4)(3.5.2～4)

・S3S ・Ｓ－Ｆ１

　の仕様 　の仕様

・M4S ・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

脱気装置

・設ける

・ＳＩ－Ｆ１

・ＳＩ－Ｆ２

・POSI

・S3SI

・S4SI

・M4SI

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｍ２

・設けない

・Ｓ－Ｆ２

・ＰＣ下地

・

・ＰＣ下地

・

改修用ドレン

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

(種類)・　

　　　・　

(厚さ)・ 25mm

　　　・ 50mm

3.5.2(3)(エ)(b)

改修標仕

(種類)・　

　　　・　

(厚さ)・ 25mm

　　　・ 50mm

改修標仕

3.5.2(3)(エ)(a)

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

種別

保護層

塗り厚さ

屋内防水

防水層の種別

・床塗り工法

・下地モルタル塗り

平場のモルタル塗り

・
・Ｓ－Ｃ１

工法

※ 7㎜以下

・

立上り部の保護モルタル塗り厚さ
施工箇所

　・Ｓ－Ｍ２の場合で立上りが接着工法の場合

　　立上り面のシート厚さ 　※ 1.5mm　　・　

　・ＳＩ－Ｍ１およびＳＩ－Ｍ２の場合の防湿用フィルム　　・設置する　　・設置しない

　床塗りの場合の床の目地

　　目地割り　　※２㎡程度　最大目地間隔３ｍ程度　　・（　　　　　　　　　　　）

　　目地の種類　※押し目地　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　ルーフィングシートの種類および厚さ

　　※改修標仕 表3.5.1から表3.5.3による　　・（　　　　　　　　　 　　　　　　）

　絶縁シートの材質

　　※発泡ポリエチレンシート　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　固定金具の材質および寸法形状

　　※厚さ 0.4㎜以上で防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板およびそれらの片面又は両面に樹

　　　脂を積層加工した鋼板

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　脱気装置の種類および設置数量

　　※ルーフィングシート製造所の指定による　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

　接着工法の目地処理　ＰＣ下地の場合　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り（種別Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）

　　・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　　・行わない

　機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張り付け

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　・（　　　　　　　　　　　）

６ 塗 膜 防 水 (3.6.2、3)防水層の種別

工 法 種 別
仕上げ塗料

種類 使用量
備 考

・POX ・

・製造所

・ 脱気装置

・設ける

・設けない

・L4X 脱気装置

・設ける

・P1Y ※Ｙ－２

・

保護層

・設ける

・P2Y ※Ｙ－２

・

保護層

・設ける

・設けない

・設けない

・設けない

施工箇所

　による 　による

・

※Ｘ－１

※Ｘ－２

・

改修用ドレン

・設ける

・設けない

　の仕様　の仕様

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ－１(絶縁工法)の脱気装置の種類および設置数量

　※主材料製造所の指定による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・PODI

・M3DI

・M4DI

・ＤⅠ－１

・ＤⅠ－２

　下表以外は、改修標仕 表3.7.1による

　※改修標仕 3.7.3(1)(ア)～(ウ)　　・（　　　　　　）

シーリング材の接着性試験

　・実施する　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

　※実施しない　試験成績書により、監督職員の承諾を受けて省略

(3.7.2､3､7､8)

８ と い (3.8.2、3)といその他の材種

　・ステンレス鋼管（JIS G 4305）　　・ステンレス鋼管（雨樋用既製品）

　・配管用鋼管(SGP-白)　　・硬質塩化ビニル管(VP)　　・ルーフドレイン

ルーフドレンの材種その他

バルコニー中継用

バルコニー用

ろく屋根用（・縦型 ・横型）

・

・

・

・100mm以上

・ 50mm以上

・100mm以上

・ 50mm以上

・100mm以上

・ 50mm以上

種別 材種 張掛け幅

とい受金物および足金物

　材種および形状　※改修標仕表3.8.2により溶融亜鉛めっきを行ったもの

　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

多雪地域の軒どいの取付間隔　　・適用する　　・適用しない

防露材のホルムアルデヒド放散量　　※Ｆ☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　　　　）

たてどい受金物の取付け　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既存のといその他の撤去および降雨等に対する養生方法　　※図示　　・（　　　　　）

鋼管製といの防露巻　　※改修標準仕様書 表3.8.4による　　・（　　　　　　　　　）

ルーフドレンの取付け　　　※改修標準仕様書 表3.8.3(8)による　　・（　　　　　 ）

９ アルミニウム製笠木 種類　　・オープン形式（※図示　・押出 250形　・押出 300形　・押出 350形）

　　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　・シール形式）

　　　　　　　　　　・行わない

下地補修の工法　　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

板材折曲げ形笠木の取付方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10 施 工 票

85
m
m
程
度 仕　　　様

完成年月日

施　工　者

125mm程度

　　　　　本体幅（　　　）㎜　　板厚（※ 2.0㎜　・　　㎜）

(3.9.2､3)

表面処理　　種別（　　　　　　種）

建築基準法に基づき定まる風圧力および積雪荷重に対応した工法等

・屋根防水工事完了後、仕様、施工業者名、完成年月日を記載した施工票を監督職員の指示す

　る位置に取り付ける。

４-１ １ ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.3.4～6)

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(㎜) 注入口間隔(㎜)

・

・

・

・・

・

・0.2以上～1.0以下

　エポキシ樹脂　　・低粘度形　　・中粘度形

　

外

壁

改

修

工

事

　

（

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

放

し

仕

上

げ

外

壁

改

修

）

・

※200～300

　　抜取り個数　　※長さ 500ｍごと及びその端数につき１個　　・（　　　　　　　）

　　抜取り部の補修方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　注入状況の確認方法　・コアの抜取りを行う　　・行わない

注入量(mL/m)

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　　　　　）

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う　　・行わない

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

２ 欠 損 部 改 修 工 法 ※充填工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.3.7)

　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル　　・　

４-２ １ ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.4.5～7)

工法の種類 ひび割れ幅(㎜) 注入口間隔(㎜)

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法
・0.2以上～1.0以下

・ ・

・

・

・・・・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂　　・低粘度形　　・中粘度形

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　　　　　）

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う　　・行わない

　・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

２ 欠 損 部 改 修 工 法 ・充填工法

　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗換え工法

　既製目地材　　・使用する（形状　　　　）　　・使用しない

　仕上厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置　　※図示　　・（　　　　　　　　　）

　

外

壁

改

修

工

事

（

モ

ル

タ

ル

塗

り

仕

上

げ

外

壁

改

修

）

※200～300

注入量(mlL/m)

　　注入状況の確認方法　・コアの抜取りを行う　　・行わない

　　抜取り個数　　※長さ 500ｍごと及びその端数につき１個　　・（　　　　　　　）

　　抜取り部の補修方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.8)

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.9)

３ 浮 き 部 改 修 工 法 (4.1.4)(4.2.2)(4.4.10～15)

指定部

・モルタル塗替え工法

・充填工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

工 法

アンカーピン

の本数(本/㎡)

一般部 指定部 一般部

(箇所/㎡)

注入口の箇所数

－－
※ 25

・　 

※ 16

・　 

※ 13

・　 

※ 20

・　 

※ 12

・　 

※ 20

・　 

※ 20

・　 

※ 12

・　 

※ 20

・　 

※ 13

・　 

※  9

・　 ・　 

※ 16
－ －

※  9

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

※ 16

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

－－－－

－ － － －

アンカーピン

　既製目地材　　・使用する（形状　　　　）　　・使用しない

　仕上厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置　　※図示　　・（　　　　　　　　　）

令和○○年○○月○○日　～　令和○○年○○月○○日

秋田市長　穂　積　　志

秋田市建設部建築課

(外注委託の場合に記入)

　　　　　　　　　１．０

鉄筋コンクリート造

　　図面および特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様

　書（建築工事編）（平成31年版）」、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」および「建築物解体工事

　共通仕様書（平成31年版）」による。

　(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　(2) 特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印が付いたものを適用する。

　　・印と※印が付いた場合は、共に適用する。

　(3) 特記事項に記載の(　 )および<　 >内表示番号は、それぞれ公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）および公共建

　　築工事標準仕様書（建築工事編）の当該項目、当該図面又は当該表を示す。

　特記仕様書は、本特記仕様書の他、以下の・印のものを適用する。

　・建築工事特記仕様書　　・電気設備改修工事特記仕様書　　・機械設備改修工事特記仕様書

この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所および部数とする。

　また、すべての測定個所においてホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

およびスチレンの濃度を同時に測定する。

監 督 職 員 事 務 所

８

・れんが押え

(3.3.5)

(3.3.5)

・M3AS

・POAS

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｊ３

　(POAS工法のみ)

・M3ASI

・M4ASI

・POASI

・ＡＳⅠ-Ｔ１

・ＡＳⅠ-Ｊ１

※製造所

※製造所

※製造所

・　 

注入量

(mL/孔)

※ 25

・　 

※ 50

・　 

※ 25

・　 

※ 50

・　 

－

－

※ 25

※ 25

・　 

注入口付アンカーピン

　※ステンレス鋼（SUS403）呼び径 4㎜の丸棒で全ネジ切り加工をしたもの　・　

　※ステンレス鋼（SUS403）呼び径外径6㎜程度　　・　　

充填工法　　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗換え工法 (4.2.2)(4.4.9)

　材料　　　　　・現場調合材料　　・既調合材料（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　第一種住居地域

１

１

行わない

　　　　　　TEL018-888-5756

協議による

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

秋田市八橋南一丁目８番２号

３２,８３２.１２㎡

老人福祉センター

老人福祉センター棟

地上３階建

１,８０３.００㎡

３,１６１.５０㎡

バルコニー

ポーチ

天井 t=6.0

天井、幕板 t=6.0、t=12

秋田市老人福祉センター外壁改修工事 建築改修工事特記仕様書Ⅰ

Ａ

１８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開口部

外壁クラック等 目視・打診 調査図、一覧表

調査図、一覧表

外壁面すべて

外壁タイル浮き等 外壁面すべて

　　　　　　　外壁　塗装見本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラケット足場　・その他（　・移動式足場　・高所作業車　・　　　　　　　　）

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

鉄筋コンクリート造　地上３階建

円柱･梁型天端

ＭＳ－２

ＳＲ－１

外壁目地、建具廻り

ガラス廻り

・図示

目視・打診

躯体補修部マーキング後、躯体補修完了後（仕上げ塗装前）、塗装完了後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

※完成図面(竣工図・施工図)は２つ折製本としてＡ１版　部、Ａ３縮小版　部を提出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０　　　　　　　０

R2.06 R2



秋 田 市 建 設 部 建 築 課
件 名

課 長

種 別

縮 尺

設計年月日 年 度 区分

枚ノ内

図
面
番
号

設 計副参事副参事

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 Ⅱ
章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項

章 項 目 特 記 事 項

（ 令 和２ 年 版 ） ４-４　

外

壁

改

修

工

事

（

塗

り

仕

上

げ

外

壁

等

改

修

）

(4.6.3)

工 法 処理範囲 下地面の補修

既 存 塗膜 等 の 除 去

お よ び 下 地 調 整

下 地 処 理

１

・浮き部改修工法

・既存仕上げ面全体

※図示

・既存仕上げ面全体

※図示

・既存仕上げ面全体

※図示

※図示

・ひび割れ部改修工法

・欠損部改修工法

※サンダー工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

　工法の処理範囲以外の既存仕上げ面全体

３ 中 性 化 防 止 工 法

下 地 調 整 剤２ ※下地調整塗材　　・ポリマーセメントモルタル

　・改修工事範囲について、アルカリ性付与剤塗布を行う

　・改修工事範囲について、アルカリ性付与剤塗布および防錆セメントしごきを行う

・中性化防止工法は行わない

※中性化防止工法の仕様および範囲は図示による

仕 上 塗 材 仕 上 げ 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(4.1.5)(4.2.2)(4.6.5)

新規仕上塗材の種類

種 類 呼び名 防火材料 仕上げの形状及び工法等

・外装薄塗材Ｓi

・可とう形外装薄塗材Ｓi

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・

・

・

・

・

・

・砂壁状

・ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）

・さざ波状

・平たん状

・凸凹状（・吹付け・こて塗り）

・着色骨材砂壁状（・吹付け・こて塗り）

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓi

・外装厚塗材Ｅ

・

・

・

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凸凹状　・ひき起こし　・かき落とし

上塗材　・適用する　・適用しない

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓi

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

※防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・

・

・

・

・

・

・

・

上塗材

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

　色彩　※１色　・２色　・３色

４

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

・

・

・

・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状

上塗材

　溶媒　※水系　・溶剤形　・弱溶剤形

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

　色彩　※１色　・２色　・３色

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

耐候性　※耐候形３種　・（　　　　　）

　溶媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系

　樹脂　※アクリル系　・シリコン系

耐候性　※耐候形３種　・（　　　　　）

　樹脂　※アクリル系　・シリコン系

マスチック塗材塗り 種別　　・Ａ種　　・Ｂ種 (4.1.5)(4.7.2)

外壁用塗膜防水材塗り 外壁用塗膜防水塗り (4.1.5)(4.2.2)(4.8.2)

　仕上げの形状（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　工法　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　外壁用仕上塗材の耐候性　※JIS A 6909の耐候性１種相当　　・　

　下地挙動緩衝材の適用　　・適用する　　　　・適用しない

　吹付工法の模様材の種類　・　

　外壁用仕上塗材の種類　　・　

　　　　　　　　　　　　　　所要量　　　　　　kg/㎡

　　　　　　　　　　　　　　所要量　　　　　　kg/㎡

５

６

薄付け

仕上塗材

厚付け

仕上塗材

複層

仕上塗材

可とう形

改修用

仕上塗材

　

外

壁

改

修

工

事

（

タ

イ

ル

張

り

仕

上

げ

外

壁

改

修

）

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・ポリマーセメント

　　接着剤の種類

・タイル部分張替え工法２ 欠 損 部 改 修 工 法

　・可とう性エポキシ樹脂

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う　　・行わない

　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　　　　　）

　・シーリング材

・Ｕカットシール材充填工法

　　抜取り部の補方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・

・・

・

・機械式エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法 ・

・

・0.2以上～1.0以下

注入量(ml/m)注入口間隔(㎜)ひび割れ幅(㎜)工法の種類

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.5、6)・樹脂注入工法ひび割れ部改修工法１４-３

(4.1.4)(4.2.2)(4.5.7､8)

・タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・貼付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

　　　・　

　　伸縮調整目地およびひび割れ誘発目地位置

　　　※改修標仕 表 4.5.1 による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　　・行う　　・行わない

　　　タイル張りの工法

　　・セメントモルタルによるタイル張り

　　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標仕 4.4.9(3)による）　　・　

　　　　外装タイル　　（・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り）

　　　　ユニットタイル（・マスク張り　　・モザイクタイル張り）

　　・有機系接着剤によるタイル張り

　　　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標仕 4.4.9(3)による）　　・　

　　　シーリング材の種類

　　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系　　　・　

　　　　伸縮調整目地その他の目地　　　　※変成シリコーン系　　・　

３ 浮 き 部 改 修 工 法

指定部

・注入口付アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

工 法

アンカーピン

の本数(本/㎡)

一般部 指定部 一般部

(箇所/㎡)

注入口の箇所数

－－
※ 25

・　 

※ 16

・　 

※ 13

・　 

※ 20

・　 

※ 12

・　 

※ 20

・　 

※ 20

・　 

※ 12

・　 

※ 20

・　 

※ 13

・　 

※  9

・　 ・　 

※ 16
－ －

※  9

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

※ 16

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

(4.1.4)(4.2.2)(4.5.9～15)

－－－－

－ － － －

　※ステンレス鋼（SUS403）呼び径 4㎜の丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

注入口付アンカーピン

アンカーピン

　・

・注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

注入量

※ 25

・　 

※ 50

・　 

※ 25

・　 

※ 50

・　 

※ 25

・　 

※ 25

・　 

－

－

・　 

(mL/箇所)

※ 25・　 ・　 
－ －

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

　※ステンレス鋼（SUS403）呼び径外径6㎜　　・　　

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・ポリマーセメント

　　接着剤の種類

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・貼付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

　　伸縮調整目地およびひび割れ誘発目地位置

　　　※改修標仕 表 4.5.1 による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　　・行う　　・行わない

　　　タイル張りの工法

　　・セメントモルタルによるタイル張り

　　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標仕 4.4.9(3)による）　　・　

　　　　外装タイル　　（・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り）

　　　　ユニットタイル（・マスク張り　　・モザイクタイル張り）

　　・有機系接着剤によるタイル張り

　　　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標仕 4.4.9(3)による）　　・　

　　　シーリング材の種類

　　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系　　　・　

　　　　伸縮調整目地その他の目地　　　　※変成シリコーン系　　・　

目 地 改 修 工 法 ・目地ひび割れ部改修工法 (4.1.4)(4.5.16)

・伸縮調整目地改修工法

(4.2.2)タイルの形状、寸法

４

５

　　位置および寸法　　・図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

タイルの形状、寸法、種類

形状寸法 吸水率のよる区分 うわぐすり 役物 色 耐凍害性
施工箇所 耐滑り性

（mm） Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類施釉無釉 有 無 標準注文 有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

タイルの試験張り　　※行わない　　・行う

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

※250～300

　エポキシ樹脂　・低粘度形（ひび割れ幅0.5mm未満）・中粘度形（ひび割れ幅0.5mm以上）

　注入状況の確認　※コアの抜取りを行う　・　

　　抜取り個数　　※長さ 500ｍごとおよびその端数につき１個　　・（　　　　　　　）

備考

100×50外壁 既存近似

秋田市老人福祉センター外壁改修工事 建築改修工事特記仕様書Ⅱ
２

Ａ

８

性能等級

改 修 工 法１ ・かぶせ工法　　・撤去工法 (5.1.3)

新規に建具を設ける場合

２ 防 火 戸 ・適用する　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (5.1.4)

・適用しない

５

建

具

改

修

工

事

　新規建具周囲の補修方法および範囲　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

　壁部分の開口の開け方　　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

・連動させる（・建具表による　　・　　　　　　　）　・連動させない

見 本 の 製 作 等３ 建具見本の製作　　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (5.1.5)

　　　　　　　　　　・行わない

建具見本の程度　　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

　　　　　　　　　　・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　・行わない

４ 防 犯 建 物 部 品 (5.1.7)

・適用しない

５ アルミニウム製建具 (5.2.2～5)

・適用する　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

性能等級

　外部に面する建具

　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　枠の見込み寸法　　・建具表による　　　

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　）

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　）

表面処理

　外部に面する建具　　・ＢＢ－１種　　・ＢＢ－２種　　・　

　　　　　　　　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

　屋内の建具　　　　　・ＢＣ－１種　　・ＢＣ－２種　　

　　　　　　　　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

結露水の処理方法　　・図示　　・　　

水切り板、ぜん板　　・図示　　・　　

ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

網戸等

防虫網

材種 編目

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・ステンレス(SUS316)製

線径

※0.25mm以上

・

※16～18メッシュ

・

６ 樹 脂 製 建 具

　外部に面する建具

　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　枠の見込み寸法　　・建具表による　　　

(5.2.2)(5.3.2～5)

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・Ｈ－４　・Ｈ－５　・Ｈ－６　・　　　　）

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・Ｔ－１　・Ｔ－２　・　　　　　　　　　）

ガラス　            ※複層ガラス　・　

水切り板、ぜん板　　・図示　　　　・　

表面色            　※標準色　　　・特注色

鋼 製 建 具７ 簡易気密型ドアセット　・適用しない

　　　　　　　　　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　）

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　）

ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

　外部に面する建具の耐風圧性

(5.2.2)(5.4.2～5)

８ 鋼 製 軽 量 建 具

鋼板の種類　　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板

　　　　　　　・カラー鋼板　　　　・ステンレス鋼板

鋼板の厚さ　　※改修標仕　表 5.5.1 による　 ・（　　　mm）

ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

召合せ、縦小口包み板等の材質　　※鋼板　　・（　　　　　　　　　　　　）

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　　）

ス テ ン レ ス 製 建 具９ (5.2.2)(5.4.2)(5.6.2～5)簡易気密型ドアセット　・適用しない

　外部に面する建具の耐風圧性

　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

　耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　　）

ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

表面の仕上　　　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・アクリル樹脂エナメル焼付け

鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　　　・角出し曲げ

　　　　　　　　　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

簡易気密型ドアセット　・適用しない

　　　　　　　　　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

(5.2.2)(5.5.2～5)

建築標仕<16.7.3>

建築標仕<16.7.2～4>

建築標仕<16.7.2～4>

建築標仕<16.7.2>

・320×160

・250×125

・

・図示

　幅10～25

※ 6ｍ以下ごとに

伸縮調整目地(mm）

18

・

※ 6以上

内側

・

※15以下

外側

・

・15～25

※ 8～15・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　 95

　 80

　 95

・125

・ 95

・125

・ 95

　 80

長方形

・320×320

・200×200

・160×160

・125×125正方形

目地幅(㎜)

曲面積み平積み乳白クリア

色調
厚さ(㎜)呼び寸法(㎜)

形状

表面

(5.13.5)ガ ラ ス ブ ロ ッ ク

(5.13.2～4)17

ガラスの留め材および溝の大きさ

※建具の製造所の仕様による

・

・図示による

※建具の製造所の仕様による

・

・図示による

・

・図示による

※建具の製造所の仕様による

建具の種類 ガラスの留め材 ガラスの溝の大きさ

・

・

・

・

・シーリング材

・シーリング材

・シーリング材

・グレイチングチャンネル形

・ガスケット

ステンレス製建具

鋼製軽量建具

鋼製建具

アルミニウム製建具

樹脂製建具

※防火戸のガラスの留め材は、建築基準法に基づく指定又は認定を受けた条件による。

　　　　　　乾燥気体の種類　　　　　　　　　　・空気　　・アルゴン　　・　

　　　　　　日射取得性、日射遮蔽性による区分　・（　　　　　　）　

複層ガラス　材料板ガラスの種類および厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ　※図示による

　　　　　　断熱性による区分　　　　　　　　　・（　　　　　　）

板ガラス　品種、厚さによる種類等　　※図示によるガ ラ ス

(5.12.2､3)

　　・　

　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

・ステンレス鋼板

※溶融亜鉛めっき鋼板

・バーチカル形

・ハイリフト形

・スタンダード形

・ローヘッド形

・電動式

・チェーン式

※バランス式

・ 50

・ 75

・100

・125

耐風圧区分 開閉機能 収納形式 ガイドレール

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

セクション材料による区分

16

スラットの材質

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　※図示による

スラット形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

　　めっきの付着量　※AZ90  

　・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板および鋼帯(JIS G 3322)

　　めっきの付着量　※Z06又はF06  ・（　　　　）

　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯(JIS G 3312)

(5.11.2～4)

14

13

15

耐風圧強度（　　　　　　）N/㎡

開閉形式　　※手動式　　・上部電動式(手動併用式)軽 量 シ ャ ッ タ ー

屋内用防火シャッターもしくは防煙シャッターの危害防止機構　設置箇所　※図示による

開閉方式による種類　　　※上部電動式(手動併用)　　　・上部手動式

(5.10.2、3)

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・（　　　　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯(JIS G 3312)

　鋼板の種類　　　・溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯(JIS G 3302)

スラットおよびシャッターケース用鋼板の材質

シャッターケース(防火、防煙以外の場合)　　・設ける　　・設けない

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　※図示による

二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所

種類　　・管理用シャッター　　　　耐風圧強度（　　　　　　）N/㎡

　　　　・外壁用防火シャッター　　耐風圧強度（　　　　　　）N/㎡

　　　　・防煙シャッター

　　　　・屋内用防火シャッター

　※図示による

重 量 シ ャ ッ タ ー

(5.9.3)性能　※改修標仕 表5.9.1による自閉式上吊引戸装置

樹種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12

表面材の厚さ(㎜)

※ 2.4以上　　・　

※ 3.2以上　　・　

※ 2.5以上　　・　

化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装）

表面の樹種

規格等

　不透明塗料塗り  　（※しな合板程度　　・　　　　　　　　）

　生地、透明塗料塗り（※ラワン合板程度　・　　　　　　　　）

合板の種類

普通合板

特殊加工化粧合板

天然木化粧合板

フラッシュ戸　　※図示による　　・下表による

枠およびくつずりの材料　　・建具表による　

　　　　　　見込み寸法　　・建具表による　　※19.5mm

　　　　　　縁仕上げ　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリアー塗装）

　　　　　　上張り（押入れ等の裏側以外）　・鳥の子　・新鳥の子程度又はビニル紙程度

　　　　　　見込み寸法　　・建具表による　　※36mm 　

かまち戸　　かまち樹種（　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　）

紙張り障子　見込み寸法　　・建具表による　　※30mm

戸ふすま 　 見込み寸法　　・建具表による　　※30mm

ふすま　　　張りの種別　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型

建具材の含水率　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

表面材の合板および接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・第三種

木 製 建 具

10

11 (5.8.2､3)

凍結防止措置　・適用する（適用箇所は建具表による） ・適用しない

引き戸用検出装置の種類   ※改修標仕 表5.8.4による　・　

戸の開閉方式　※建具表による　　　　・（　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

　性能値　※改修標仕 表5.8.3による　・　

引き戸用検出装置

　性能値　※改修標仕 表5.8.2による　・　

多機能トイレ出入口引き戸用駆動装置

　性能値　※改修標仕 表5.8.1による　・　

引き戸用駆動装置自 動 ド ア 開 閉 装 置

　　　鍵箱　　　　　　※有　　・無

　　　その他の鍵　　　※各室３本１組　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　・製作しない

　　　　　　　　　　　・既存のマスターキーに合わせる

握り玉およびレバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置　　・建具表による　・　

樹脂製建具用丁番の枚数および大きさ　　※改修標仕 表5.7.3による　・　

金属製建具用丁番の枚数および大きさ　　※改修標仕 表5.7.2による　・　

金物の種類および見掛り部の材質等　　　※改修標仕 表5.7.1による　・　 (5.7.1～4)建 具 金 物

オーバーヘッドドア

　　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　・　

目地部の横力骨の納まり

　　　　　　　　　　形状　　・図示　　・　

　　　　　　　　　　寸法　　・図示　　・　

金属製化粧カバー　　材質　　・ステンレス製　　・アルミニウム製

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　　）

　　　　形状　　※はしご形状複筋および単筋　・　

　　　　寸法　　※径 5.5㎜　　・　

力骨　　材質　　※ステンレス鋼（SUS304）　　・　

壁用金属枠および補強材　　形状　※図示

工法　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法（　　　　　　　　　　　　）

(7.1.3)７

塗

装

改

修

工

事

防火材料

屋内で使用する塗料　ホルムアルデヒド放散量材 料１

　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

下 地 調 整２

　・次の箇所を除き防火材料とする。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

既存錆止め塗料の鉛含有調査　　・行う（　　　　　箇所）　　　・行わない

　※塗替え面積の30％　　・図示　　・　

新 規

ひび割れ

部の補修

・行わない

・行う

・行わない

・行う
・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

ＡＬＣパネル面

コンクリート面（ＤＰ以外）

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部

下地調整の種別

塗替え
下地面の種類

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

モルタル面、プラスター面

・行わない

・行う

・ＲＡ種　・ＲＢ種※ＲＢ種　・　　　石膏ボード面、その他のボード面

押出成型セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）

・行わない

・行う
押出成形セメント板面

・ＲＡ種　・ＲＢ種　　　

・ＲＣ種　　　
・ＲＡ種　・ＲＢ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種

　ＲＣ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種・ＲＢ種　・ＲＣ種

(7.2.1～7)

３ 錆 止 め 塗 料 塗 り

鉄鋼面

ＥＰ－Ｇ以外

ＥＰ－Ｇ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

工 程塗 料塗装面

(7.3.2､3)

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

新規（鋼製建具等）
ＥＰ－Ｇ以外

亜鉛

めっき面 塗替え Ｃ種

Ｃ種

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　新規（鋼製建具等）
ＥＰ－Ｇ

※Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ・Ａ種　・Ｂ種

※１級　・２級　・３級

※１級　・２級　・３級

合成樹脂調合

４ 塗 装

・

塗装の種別 塗装面
塗替え 新 規

工 程

ペイント塗り

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

　 〃　（鋼製建具以外）

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ）

亜鉛めっき面(鋼製建具）

・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種・クリアラッカー塗り（ＣＬ）

・アクリル樹脂系非水分散系塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

　塗料の種別

　※１種　・２種

　（ＳＯＰ）

亜鉛めっき面上塗り

鉄鋼面上塗り
・

・

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

　Ａ種

　Ａ種・

・つや有り合成樹脂

　エマルション

　ペイント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

屋内の鉄鋼面

屋内の木部

コンクリート面等

コンクリート面および

押出成型セメント板面

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

・Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・　

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・　

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ） ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

　塗料（・油性　・水性）

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗り替えの場合のしみ止め

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

せっこうボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

　※改修標仕 表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

　※改修標仕 表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

(7.4.2～7.14.2)

特 記

・図示(水切､ｶﾊﾞｰの交換)

鍵　　マスターキー　　※製作する（ ０ 本）製作範囲は監督職員の指示による

R2.06 R2



年 度

件 名

課 長
縮 尺

種 別

設計年月日 Ａ区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
付近見取図・配置図

S=1/3000・S=1/500
設 計副参事

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

副参事
R2

Ｎ

(工事建物)

前面道路

サンライフ秋田

秋田市保健センター

駐 車 場

配置兼仮設計画図　S=1/500

秋田市老人福祉センター

秋田市保健所

R2.06

現場事務所、仮設トイレ等

Ａ

ａ

ｂ

ｃ

Ａ

工事ヤード

３

作業員駐車場（５台分）

生垣

生垣

８

Ｎ

社務所

県立体育館

県生涯学習山王交番

県立公文書館

秋田放送

三重塔

日
吉
八
幡
神
社

八橋観音帰命寺

秋田看護学校

サ
ン
ラ
イ
フ
秋
田

県
ス
ポー

ツ

秋
田
市
保
健
所

テニス
コート

テニス
コート

八橋野球場

八橋総合運動公園

ケーブルテレビ

ケーズデンキ

県
歯
科
医
療

八橋運動公園

八橋本町二丁目

めばえ保育園

相撲場

八橋南一丁目

保健センター

秋田市

八橋南二丁目

専
門
学
校

秋田

川尻町字八橋境

県立図書館
センター

ＡＢＳ
サンパル秋田

文化会館

科
学
セ
ン
ター

市老人いこいの家
八橋寿楽会館

テニスコート

センター
老人福祉

グラウンド
多目的

八橋陸上競技場

福
祉
公
園

工事場所：秋田市八橋南一丁目８番２号

付近見取図　S=1/3000

〈 一般事項 〉

特 記 事 項

直 接 仮 設

ａ

ｂ

ｃ

　1  　棟 

　1  　棟 

　1  　棟 

・本工事は、既存施設を利用しながらの工事となるため、監督員、施設関係者と十分に協議し、工程管理および安全管理に努めること。

・工事中は不要に、工事建物内部には入らないこと。

・工事期間中は、極力行事運営の支障にならないよう配慮すること。

・敷地内における車両の通行は徐行を遵守すること。

・仮設計画は、施設管理者・監督員と協議のうえ決定すること。

・施設出入口付近は施設利用者の往来があるため、適切な養生を施すこと。

プレハブ物置一時移設､再設置　W2,800×D1,500×H2,100

プレハブ物置一時移設､再設置　W2,200×D1,500×H2,400

木製ゴミ置き場一時移設､再設置　W2,200×D1,200×H1,600

・既設プレハブ物置等の移設先は現場指示とする。

・敷地内は禁煙とする。

工 事 概 要

工 事 対 象 棟

工 事 内 容

ＲＣ造・３階建

共 通 仮 設

Ａ Ａ型バリケード　立入禁止表示付 85.0　ｍ

中性化防止工法による既存吹付タイル面の躯体改修および塗装、既存磁器質タイル面の浮き部等補修、外壁改修工事に

伴う建具改修工事・外装材改修工事・機械設備工事・電気設備工事を行う。



事務室１ 事務室２

件 名

課 長

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
年 度

縮 尺

種 別

設計年月日 Ａ区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

設 計副参事

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

副参事
R2
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女子便所
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UP

日常動作

訓練室

脱衣

湯沸室

女子便所 男子便所

PS
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ホール

風除室１

所長室
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１階平面図　Ｓ＝1/200
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ポーチ
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ADW
１

ＡＷ
４

ＡＷ
３

ＡＷ
３'

AW-9'

AD-3

ADW-1

AG-6

たたき階段：モルタル塗り替え
(段鼻タイル共)

(段鼻タイル共)
たたき階段：モルタル塗り替え

(段鼻タイル共)
たたき階段：モルタル塗り替え

たたき階段：モルタル塗り替え
(段鼻タイル共)

たたき階段：モルタル塗り替え

たたき階段：モルタル塗り替え

たたき階段：モルタル塗り替え

ADW
１'

(段鼻タイル共)

(段鼻タイル共)

８ ４

R2.06

Ａ－８図参照

立上り天端補修

ｍ

ｍ4.8

22.4東側ポーチ幕板等パネル

西側ポーチ幕板等パネル 　　〃 　　〃

ボンデ鋼鈑 t=1.6 焼付塗装 ｼｰﾘﾝｸﾞ含む 笠木、オーバーハング含む

㎡ ポーチ・バルコニー天井t=6　目透かし　EPケイ酸カルシウム板 93.1

㎡19.0t=6　突付け　EP ポーチ天井R加工部エフジーボード

見切縁 塩ビ製 ｍ85.4

防火サイディング ㎡t=12 無塗装  EP 1.5

㎡
下地調整RB種含む

24.5

たたき階段モルタル塗り ㎡20.3金ゴテ　t=30

段鼻タイル貼り INAX 新階段タイル 同等品ｍ30.6

消火器ボックス撤去新設 屋外対応壁掛型 1　ヶ所 杉田エース812-178 同等品

1　 式

1　 式

アクリル板 250×1,200 2箇所

箱文字 150角×11文字

1　ヶ所壁付けタイプ SUS製 500×250×400

館名看板取り外し再設置

館名文字取り外し再設置

ポスト取り外し再設置

東側

南側

ＤＰ塗装

鋼製面下地調整 RB種　錆止め共
㎡

ｍ

ｍ　　〃

4.5

3.1

　　〃

【塗装改修工事】

㎡

　　〃

フッ素樹脂塗料
素地ごしらえ共

新規鋼製建具

フッ素樹脂塗料

縦樋φ100 細幅物　下地調整RB、錆止め共

縦樋φ50 細幅物　下地調整RB、錆止め共

フッ素樹脂塗料

フッ素樹脂塗料

15.8

40.6 既存鋼製建具、ポーチ柱、煙突屋根

ｍ　　〃
細幅物　下地調整RB、錆止め共
フッ素樹脂塗料　L型アングル30×30 

6.6

【外装材改修工事】

東側ポーチ幕板等撤去

西側ポーチ幕板等撤去

1　 式

1　 式
幕板・オーバーハング：カラー鋼板 t=0.4
笠木：ボンデ鋼鈑 t=1.6

㎡ラスモルタル撤去 t=30 1.5 東側ポーチ下り壁

笠木、オーバーハング
ボンデ鋼鈑 t=1.6

ボード類撤去 ㎡

たたき階段モルタル撤去 段鼻タイル共

天井：ケイ酸カルシウム板
ポーチ幕板下地：防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12

125　

㎡20.3

手ばらし、レベル３養生

C-100×50×20×2.3 ｍ20.0幕板鉄骨下地撤去新設

X-2 ㎡ 円柱・梁型天端ウレタン塗膜防水 4.5

1　 式 東･西側ポーチ笠木取り合い部補修

透湿防水シート 東･西側ポーチ幕板㎡16.0

アルカリ付与材塗布

中性化保護層 防錆セメントしごき　中性化防止工法

水性アクリル系　凹凸模様

円柱意匠塗装 シリコントップ仕上げ

㎡

㎡

㎡

㎡49.0

防水形複層塗材Ｅ

外壁改修

クラック部補修

高圧水洗浄

鉄筋露出部補修 200×200程度　中性化防止工法

既存塗膜（アクリルタイル）撤去

報告書共

15～20Mpa

Ｕカット埋戻し　中性化防止工法

浮部補修 アンカーピンニング 16本/㎡

事前調査

ディスクサンダー掛け

415　

5　

㎡

㎡

㎡

㎡

箇所

㎡50.0

備 考改 修 仕 様 数 量名 称

たたき階段・スロープ立ち上がり、

　　〃

たたき階段・スロープ立ち上がり、
足洗い場含む

13.0 ｍ

1,283　

1,283　

1,283　

たたき階段・スロープ立ち上がり、

たたき階段・スロープ立ち上がり、
足洗い場、基礎巾木含む

足洗い場含む

たたき階段・スロープ立ち上がり、
足洗い場、ポーチ幕板含む

足洗い場、基礎巾木含む

立上り天端補修

追掛け２回　中性化防止工法

ｍ基礎巾木薄塗り 73.2金ゴテ　t=5　既調合品　H=450

1,405　

1,405　

【外壁改修工事】吹付タイル部

報告書共事前調査

高圧水洗浄 15～20Mpa

モルタル下地共

タイル浮き部補修

タイル貼り

タイル撤去

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 16本/㎡、
ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　注入跡補修共

磁器質 100×50
役物含む、モルタル下地共

㎡

㎡

㎡5.0

㎡5.0 既存近似色

㎡

㎡トップコート 磁器質タイル保護材 シリコンクリア塗装

767  

767　

35　

767　

【外壁タイル改修工事】磁器質タイル部

シーリング撤去

MS-2 20×10程度外壁目地シーリング

サッシ廻りシーリング

ｍ

ｍ

ｍ

【防水改修工事】

MS-2 10×10程度

外壁目地、建具廻り、ガラス廻り

880

外部仕上表

既 存

改 修

既 存

改 修

既 存

改 修

既 存

改 修

既 存

改 修

既 存

改 修

既 存

改 修

モルタル下地、磁器質タイル

ポーチ・ベランダ天井

ケイ酸カルシウム板 t=6 ＥＰ（東面ポーチ天井のみエフジーボード ＥＰ）

円 柱

円柱・梁型天端

ウレタン塗膜防水（Ｘ－２）

コンクリート打放し、天然石状仕上塗材【存置】

石綿ケイ酸カルシウム板 t=6 ＡＥＰ（東面ポーチ天井のみエフジーボード ＡＥＰ）【撤去】

円柱：コンクリート打放し、梁型：磁器質タイル【撤去】

基礎巾木

モルタル金ゴテ薄塗り仕上 t=5

たたき階段

モルタル金ゴテ仕上【撤去】、段鼻タイル【撤去】

コンクリート打放し

モルタル金ゴテ仕上、段鼻タイル

浮き部等補修後、シリコンクリア塗装（円柱・梁型天端：ウレタン塗膜防水）

コンクリート打放し、アクリルタイル吹付

意匠塗装　シリコントップ仕上げ

クラック等補修後、防水形複層塗材Ｅ　凹凸模様

外壁（吹付タイル）

外壁（磁器質タイル）

2,013　

1,133　

モルタル金ゴテ t=20程度 撤去共

1,283　

水性アクリル系
トップコート 西側ポーチ幕板表裏

東レ補修用サイディング 同等品

　　〃 　　〃



2,200

フランス落とし、防虫網ガラリ(FD付)、水切、既存マスターキー対応

名 称

見 込

仕 上

ガ ラ ス

金 物

備 考

2
,
40

0

500

3
0
0

Ｓ＝1/60

枠100　扉40

SUS丁番、下枠SUS、DC、SUSレバーハンドル、本締り錠、他一式

St-1.6　DP　枠共

×1ヶ所

×

AG-1 600 600

1ヶ所AG-2

×1ヶ所

×1ヶ所

×1ヶ所

×1ヶ所

1ヶ所

AG-3

AG-4

1,000 500

5501,600

550800

AG-5 500 350

5502,600

× 5502,600

AG-6

AG-7

共通事項 建具廻りシーリング打ち替え、クリーニング（建具・ガラス、片面）

×１
SD

符号・数量 　電気室
２'

　　　　　　　　　　　　既存(枠共)撤去の上、新設

形状・寸法

件 名

課 長
縮 尺

種 別

設計年月日 Ａ区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
秋田市老人福祉センター防水改修工事

設 計副参事 副参事
年 度 R2

2
50

2
5
0

2,
3
5
0

32
0

6
,
0
30

4,
9
0
0

4,
8
4
5

1
0
,2
2
5

7
,
00
0

1
4,
0
0
0

5
0,
0
0
0

2
5
0

2
50

7
,
0
00

7,
0
0
0

7
,
00
0

7
,
5
00

7
,
0
00

7
,0
0
0

7
,
00
0

3
,0
0
0

2,0004,6802,1202,2002,2006,050

31,500

250250 7,0007,0004,0005,0008,000

Ｘ9Ｘ8Ｘ7Ｘ6Ｘ5Ｘ4

Ｘ9Ｘ8Ｘ7Ｘ6Ｘ5Ｘ4

2,050265250

4,9359,5652,2006,050

250250

31,500

7,0007,0004,0005,0008,000

（2）

更
衣
室

廊
下

バ
ル
コ
ニー

前
室

廊
下

廊
下

EV

書庫

サプライ

録音室

図書コーナー

教養娯楽室

集会室（1）

集会室（2）

更衣室

吹抜

階段室（B） 書庫

UP 女子便所 男子便所

PS

２階平面図　Ｓ＝1/200

ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ

屋上

屋上

倉庫

渡り
廊下

渡り
廊下

階段室（A）

事務室３

倉庫

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ3

Ｙ4

Ｙ5

Ｙ6

Ｙ7

Ｙ8

Ｘ8Ｘ7Ｘ6

Ｘ8Ｘ7Ｘ6

9,3002,200

2507,0004,000250

11,500

3,7503,7504,000

11,500

2507,0004,000250

廊
下

書庫

会議室（3）

会議室（2）

会議室（1）

書庫

EV

階段室（A）

階段室（B）

UP 女子便所 男子便所

PS

屋上

屋上

2
7
5

4
,5
3
5

2
,
45
0

1
7,
7
4
0

1
,
70
0

2
,0
5
0

7,
5
2
5

3
6
,
0
00

2
5
0

7
,
0
00

7,
0
0
0

7
,
00
0

7
,
5
00

7
,
0
00

2
5
0

Ｙ7

Ｙ8

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ3

Ｙ4

Ｙ5

Ｙ6

３階平面図　Ｓ＝1/200

R2.06

２･３階平面図、外部建具リスト、建具表

S=1/60、S=1/200

ＡＷ
22

ＡＷ
17

８ ５

GL+4,330

GL+4,330

屋上

GL+4,330

屋上

GL+8,040

GL+8,040

Ａ－８図参照

Ａ－８図参照Ａ－８図参照

Ａ－８図参照 Ａ－８図参照

屋上

GL+4,215

ＡＷ
14

GL+3,550～4,250

新替

2,050

2,680

ADW-2

符　号 数　量
巾(W) 高(H)

サッシ寸法

×ADW-1
5,215 1,760

960

×
1,760

960

3ヶ所

2ヶ所
4,915

×
960

2ヶ所
3,190

2,600

2,600

1,660
2,410

×
960

ADW-3 1ヶ所
4,282 1,760

2,110

W
D

W
D

W
D

W
D

×6,300 2,680

×SUSD-2

SUSD-1'

2,780 2,680

×AGS-1 10,770

×GB-1 4,400

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

×1ヶ所SD-2 2,200 2,400

×1ヶ所 2,200 2,400SD-2'

×1ヶ所SD-9 1,850 2,000

AW-2 ×

×

×AW-3'

×AD-1

×AD-3

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

3,545 2,815

1,250 2,480

×AD-5 1ヶ所 1,895 2,410

×1ヶ所AD-6 5,290 2,060

×AW-1'

×1ヶ所

1ヶ所

AW-1 5,205 1,760

6,705 1,660

×1ヶ所 1,660AW-1'' 6,405

11,834 1,660

6,205 1,760

5,905 1,760

×6,205 1,660

AW-3 7ヶ所

3ヶ所

4ヶ所AW-3”

×

×

×AW-4

×

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

6,850 1,760

AW-5 4,000 1,200

AW-5' 3,041 1,500

AW-6 1,800 1,100

×1ヶ所 1,100AW-6' 2,095

×1ヶ所AW-7 2,306 1,200

×1ヶ所AW-7' 1,800 1,160

×1ヶ所AW-8 3,442 1,760

×1,800 1,200

×1ヶ所AW-9' 2,000 1,600

×1ヶ所 996 600

1ヶ所 ×6,205 1,660

1ヶ所 ×

AW-11

AW-10

AW-9

AW-11' 6,705 1,760

1ヶ所 × 1,660AW-12 5,525

1ヶ所 ×AW-13 10,635 1,760

×1ヶ所
W

AW-14
G

4,000 1,660

4,490 2,610

×AW-15 770 1,500

1ヶ所 ×AW-17 8,330 2,050

1ヶ所 ×AW-18 2,175 2,660

1ヶ所 ×AW-20 2,820 1,660

1ヶ所 ×AW-21 3,000 1,760

2ヶ所

2ヶ所

×AW-22 6,0301ヶ所 2,050

× 1,660AW-23 1ヶ所 4,100

　　〃

　　〃ADW-1'

外部建具リスト

備　考

下方Ｌ型カバー交換 70×45（L1,000×6ヶ所）
ブロンズ色

ブロンズ色

ブロンズ色

ブロンズ色

ブロンズ色

下方Ｌ型カバー交換 70×45（L1,000×7ヶ所）

水切交換 100×20（見付寸法）1ヶ所

水切交換 100×20（見付寸法）1ヶ所

水切交換 120×20（見付寸法）

ガラスブロック交換 200角 t=95（2ヶ所）

塗装改修（下地調整＋錆止め＋DP）

塗装改修（下地調整＋錆止め＋DP）

1ヶ所ATW-1 ×
側面 4,012 1,750

18,320 4,720
シーリング打ち替え不要、クリーニングのみ

鋼製両開き戸（防火設備）



件 名

課 長

秋 田 市 建 設 部 建 築 課

Ｘ９Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１

Ｙ９ Ｙ８ Ｙ７ Ｙ６ Ｙ５ Ｙ４ Ｙ３ Ｙ２ Ｙ１ Ｙ０

7,000 7,000 7,000 7,000

3,000 4,000

7,500 7,000 7,000 7,000

14,000 28,500 14,000

56,500 5,500

南 側 立 面 図

東 側 立 面 図

AW-3 AW-3
AW-7

 AW-7'

AD-1

 AW-1" ADW-1'

AGS-1

図
面
番
号

特 記
種 別

枚ノ内縮 尺

区分設計年月日 年 度

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

副参事 副参事 設 計
ＡR2

立面図１

S=1/100

SUSD-1’

AW-3’

秋田市老人デイサービスセンター

水切交換 水切交換

下方Ｌ型カバー交換

下方Ｌ型カバー交換

館名文字 存置

ポーチ幕板パネル交換

鉄柱 DP

鉄柱 DP

508

８ ６

R2.06

AW-3 AW-3

 AW-1' AW-11 AW-20

AW-17

AW-2

AW-11’

ATW-1

AW-3” AW-3”

4
50

3
,8

8
0

3
,
71

0
4,

0
00

7
00

1
2
,7

4
0

円柱　意匠塗装

防水形複層塗材Ｅ 防水形複層塗材Ｅ

AW-22

鉄柱 DP

▽ＧＬ

▽２ＦＬ

▽３ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ

館名看板 取り外し再設置

　渡り廊下は工事範囲外

　斜線部は磁器質タイル面

トップコート
渡り廊下

St製煙突屋根 1,065×1,065（支持アングル30×30共）　DP

防水形複層塗材Ｅ

秋田市老人福祉センター

7,000 7,000 6,000 8,000 5,000 4,000 7,000

20,000 24,000 7,000

51,000

ADW-3 AW-1
AD-6

AGS-1

AW-2

AW-17

AW-18
GB-1

SD-2SUSD-1’

AW-22 AW-14

AG-3

ガラスブロック交換 2ヶ所

ポーチ幕板パネル交換

鉄柱 DP鉄柱 DP

318

4
50

3
,8

8
0

3
,7

1
0

4
,
00

0
70

0

1
2,

7
4
0

鉄柱 DP

立ち上がり天端補修

円柱　意匠塗装

円柱　意匠塗装

円柱　意匠塗装

防水形複層塗材Ｅ

館名文字　取り外し再設置

▽１ＦＬ

▽２ＦＬ

▽ＧＬ

▽３ＦＬ

▽ＲＦＬ

下方Ｌ型カバー交換

下方Ｌ型カバー交換

DP防水形複層塗材Ｅ

トップコート 渡り廊下

St製煙突屋根 1,065×1,065（支持アングル30×30共）　DP

防水形複層塗材Ｅ

4,500



縦樋φ100：SOP

件 名

課 長

秋 田 市 建 設 部 建 築 課

図
面
番
号

特 記
種 別

枚ノ内縮 尺

区分設計年月日 年 度
副参事 副参事 設 計

ＡR2

S=1/100

立面図

7,000 7,000 4,000 5,000 8,000 6,000 7,000 7,000

14,000 17,000 20,000

51,000 4,500

5,500 7,000 7,000 7,000 7,500 7,000

4,408 2,500 92

7,000 7,000 7,000

62,000

北 側 立 面 図

渡り廊下

渡り廊下

 AW-6'
 AW-5' ADW-1

SUSD-2

ADW-2 AW-12

AW-4
AW-6

AW-3
AW-5

AW-13

GB-1

AW-14

AW-3 AW-3 AD-5

 ADW-1'  AW-3'

AW-15 AW-15

AW-9 AW-9

AW-13

ADW-1 AW-8

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

ATW-1

SUSD-1’ SD-2’
SD-9

AG-5

AG-4

AG-2

AG-1

AW-10

AG-7

AW-3”AW-23

水切交換 水切交換

水切交換

縦樋φ50 SOP

ポーチ幕板パネル交換

ポーチ幕板パネル交換

鉄柱 DP

508

318

鉄柱 DP

R2.06

８ ７

消火器ボックス　撤去新設

消火器ボックス　撤去新設

4
5
0

3
,
8
80

3,
7
10

4
,0

0
0

7
0
0

12
,
74

0

45
0

3,
8
8
0

3
,7

1
0

4
,
00

0
70

0

1
2,

7
4
0

円柱　意匠塗装

円柱　意匠塗装

防水形複層塗材Ｅ

AW-21

新替
防水形複層塗材Ｅ

▽ＧＬ

▽２ＦＬ

▽３ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

▽２ＦＬ

▽３ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ

ポスト 取り外し再設置

DP

St製煙突屋根 1,065×1,065（支持アングル30×30共）　DP

防水形複層塗材Ｅ

　渡り廊下は工事範囲外

　斜線部は磁器質タイル面

トップコート

渡り廊下

渡り廊下

ガラスブロック交換 2ヶ所

St製煙突屋根 1,065×1,065（支持アングル30×30共）　DP

防水形複層塗材Ｅ

Ｘ９ Ｘ８ Ｘ７ Ｘ６ Ｘ５ Ｘ４ Ｘ３ Ｘ２ Ｘ１

西 側 立 面 図

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８ Ｙ９



件 名

課 長

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
年 度

縮 尺

種 別

設計年月日 Ａ区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

設 計副参事

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

副参事
R2

雑詳細図

R2.06

８ ８

風除室１

Ｒ部分

1,275 1,275

7
,
67
0

Ｙ1

Ｙ0

Ｘ5 Ｘ6

1,980 3,040 1,980

7,000

Ｂ

Ｂ’

Ａ Ａ’ 天井　ケイ酸カルシウム板 t=6

 目透かし EP　撤去新設

天井　エフジーボード t=6 R(2,000)加工 EP　撤去新設

天井伏図(東側ﾎﾟｰﾁ) S=1/100

Ａ－Ａ’断面詳細図 S=1/15

円柱･梁型伏図 S=1/50

屋上

Ｙ29
20

2
,8
6
0

920 1,250

400

4
00

Ｘ4

サプライ
屋上2,

0
9
0

2,
0
9
0

2,0902,090

Ｙ4 Ｙ4

920

9
20

400 400

4
5
0

4
5
0

Ｘ9 Ｘ9

785

7
8
5Ｙ1

屋上

Ｘ8

各階共

S=1/15、S=1/50、S=1/100

0.43ｍ2

〈２Ｆ〉 〈３Ｆ〉 〈２Ｆ〉 〈各階〉

　ウレタン塗膜防水(X-2)施工範囲

160

天井　ケイ酸カルシウム板 t=6

 目透かし EP　撤去新設

180

ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ　ボンデ鋼鈑 t=1.6　撤去

鉄骨胴縁 腐食部  撤去新設

5
00

2
,
7
00

▽１ＦＬ

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

透湿防水シート下張

C-100×50×20×2.3 @600

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

笠木　ボンデ鋼鈑 t=1.6　撤去

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

1
0
0

幕板　ボンデ鋼鈑 t=1.6（防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=12共）撤去

天井伏図(ﾊﾞﾙｺﾆｰ) S=1/50

2
,
6
00

1
,6
0
0

天井　ケイ酸カルシウム板 t=6

目透かし EP　撤去新設

5
6
0

4
4
0

1
,7
6
0

4
0
0

4
4
0

Ｘ8

Ｘ8

天井伏図(ﾊﾞﾙｺﾆｰ) S=1/100

天井　ケイ酸カルシウム板 t=6

 目透かし EP　撤去新設

2502,000

7,
0
0
0

6
,7
3
5

2
,
96
5

Ｙ2

16
,
9
65

Ｙ3

バ
ル
コ
ニー

2
65Ｙ4

更
衣
室

（2）

床・立上り　シート防水 既存のまま

壁　防水形複層塗材Ｅ

2,000 250

5
,
0
00

Ｙ5

4,700

Ｘ0 Ｘ1

風除室３

天井　ケイ酸カルシウム板 t=6

 目透かし EP　撤去新設

見切縁　撤去新設

1
,5
0
0

天井伏図(南側ﾎﾟｰﾁ) S=1/100

Ｄ－Ｄ’断面詳細図 S=1/15

Ｄ Ｄ’

天井　ケイ酸カルシウム板 t=6

 目透かし EP　撤去新設

▽１ＦＬ

2
,
6
65

幕板　既存モルタル面 トップコート

垂れ壁　既存サイディング面 トップコート

オーバーハング　既存モルタル面 トップコート

40
0

Ｃ’

1
,5
0
0

Ｘ6

風除室２

1
,
00
0

4,000

510

Ｙ6

2502,980 260

天井伏図(西側ﾎﾟｰﾁ) S=1/100

Ｃ

R=2,314

天井　ケイ酸カルシウム板 t=6

 目透かし EP　撤去新設

Ｃ－Ｃ’断面詳細図 S=1/15

天井　ケイ酸カルシウム板 t=6

 目透かし EP　撤去新設
160

180

鉄骨胴縁 腐食部  撤去新設

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ　カラー鋼鈑 t=0.4　撤去

5
0
0

▽１ＦＬ

3
,
2
00

C-100×50×20×2.3 @600

幕板　カラー鋼鈑 t=0.4　撤去

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

透湿防水シート下張

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

笠木　ボンデ鋼鈑 t=1.6　撤去

10
0

220

5
00

1,
2
0
0

見切縁　撤去新設

160

館名文字　取り外し最設置

鉄骨胴縁 腐食部  撤去新設

ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ　ボンデ鋼鈑 t=1.6　撤去

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

2
,
7
00

▽１ＦＬ

C-100×50×20×2.3 @600

下り壁　ﾗｽﾓﾙﾀﾙ t=30　撤去

防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12 EP　新設

7
0
0

笠木　ボンデ鋼鈑 t=1.6　撤去

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

透湿防水シート下張

1
0
0

幕板　ボンデ鋼鈑 t=1.6（防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=12共）撤去

Ｂ－Ｂ’断面詳細図 S=1/15

透湿防水シート下張

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

幕板　ボンデ鋼鈑 t=1.6（防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=12）撤去

ボンデ鋼鈑 t=1.6　焼付塗装　新設

ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ　ボンデ鋼鈑 t=1.6　撤去

天井　エフジーボード t=6 R(2,000)加工 EP　撤去新設

防水層立上り　塗膜防水(X-2)

防水層立上り　塗膜防水(X-2) 防水層立上り　塗膜防水(X-2)
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休憩室
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浴室
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浴室

件 名

課 長

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
年 度

縮 尺

種 別

設計年月日 区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

設 計副参事

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

R2 Ｍ

S=1/150

R2.06

１階平面図　S=1/150
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ウェザーカバー（□300）

※　換気フードおよびウェザーカバーを全て撤去・更新すること。

秋田市老人福祉センター外壁改修工事に伴い、改修対象範囲に設置されている既存設備の撤去再設置および更新を行う。

※　施設を運営しながらの施工となるため、施設管理者および監督員・建築工事と十分な協議のうえ施工すること。

※　施工に必要な足場については、建築工事の足場を利用すること。

※　施設利用者の安全に考慮して施工すること。

エアコン（室外機）の撤去再設置、配管化粧カバーおよび冷媒管、ドレン管の更新をする。

１.換気空調設備

改修対象範囲に設置されている換気フードおよびウェザーカバー、ベントキャップを全て更新する。

AC-1

AC-2

AC-3

PUZ-ERP224KA10-BS　22.4kW以下

MPUZ-P112HA5　12.5kW以下

パッケージエアコン（壁掛け室外機）

パッケージエアコン（床置き室外機）

ルームエアコン（床置き室外機）

ルームエアコン（床置き室外機） MUZ-GV281E  4.0kW以下AC-4

MPU-P40SHA3  4.0kW以下

空調設備機器表

記号 機器名称 型番・仕様

床置架台

床置架台

床置架台

壁掛架台

付属品等 備 考

室外機撤去再設置（冷媒管再利用）

配管化粧カバー撤去更新

配管化粧カバー撤去更新

冷媒管・ドレン管・配管化粧カバー更新

工 事 概 要

工事概要、空調設備機器表、１階平面図
２ １

　（丸型フード：φ100×34、φ150×33、ウェザーカバー：□300×１）

配管化粧カバー撤去更新

主 席
主 査
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書庫
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事務室３

廊
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書庫

会議室（3）

会議室（2）

会議室（1）

書庫

EV

階段室（A）

階段室（B）

UP 女子便所 男子便所

PS

屋上

屋上

ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ

録音室

更
衣
室

（2）

倉庫

渡り

廊下

件 名

課 長
縮 尺

種 別

設計年月日 区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
設 計副参事

年 度 R2 ＭR2.06

３階平面図　S=1/150２階平面図　S=1/150

※　換気フードおよびベントキャップを全て撤去・更新すること。

AC-2

AC-1

R
1

R
2

D

D

AC-1

R
1

仮設詳細図　S=1/50

秋田市老人福祉センター外壁改修工事

配管化粧カバー更新（SD-100程度）

φ150

φ150

φ150

φ100

φ150

φ150

φ150

φ150

φ150

２階平面図、３階平面図、仮設詳細図

冷媒管・ドレン管一覧表

S=1/150、1/50、NON

配管化粧カバー更新配管化粧カバー更新

※　施工中は実線部の仮設配管を敷設し、パッケージエアコンを運転させること。

液管・ガス管切断接続

仮設詳細図参照

φ100

φ100
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φ150

φ150

φ150
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φ150
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φ150

φ150

φ150

ベントキャップ×5

R1

ガス管

φ15.88

φ12.70

φ25.40

φ9.52

液管

R2

R3

R4

φ9.52

φ9.52

φ6.35

φ6.35

ドレン管 対応機器

AC-1

AC-2

AC-3

AC-4

25A

25A

16A

20A

冷媒管記号

冷媒管・ドレン管一覧表

２ ２

　　AC-4の冷媒管・ドレン管・配管化粧カバーは撤去・更新すること。

　　AC-1は、冷房使用期間中は仮設配管および仮設架台等により運転させながら施工すること。（仮設詳細図参照）

※　AC-1（パッケージエアコン室外機）を撤去再設置すること。

※　換気フードを全て撤去・更新すること。

　（丸型フード：φ100×5、φ150×5）　（丸型フード：φ100×7、φ150×14 ベントキャップ：φ100×2、φ150×3）※　室外機本体は、土台ブロック等で十分固定し転倒防止措置を施すこと。

※　施工後は仮設配管および支持金具・架台等を撤去のうえ、冷媒管は既存管を再利用とし

　　室外機を再設置すること。

R4

D

R3
D

冷媒管・ドレン管・配管化粧カバー更新

AC-4AC-3

主 席
主 査



件 名 種 別

縮 尺

設計年月日 年 度

特 記 図
面
番
号

枚ノ内

区分
設 計主 査副参事課 長

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
電気設備工事仕様書

Ｅ

S=NON

１

90 60

Ｓ

1

３
秋田市老人福祉センター外壁改修工事

秋田市八橋南一丁目８番２号

秋田市老人福祉センター

R2.06 R2

１．

Ⅳ　仮設工事

その他 （１）建設リサイクル法の対象の場合は、同法遵守指導としての「届出(通知 )済シール」を建設業許可標識に貼り付けること。

（２）建設業退職金共済制度の対象の場合は、「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場標識」の掲示をすること。

利用できない

利用できない

工事表示板の設置

構内既存施設

監督員が指定する位置に一箇所設置する。

表示時期は工事着工時から完成時までとする。

表示板の形式

工 事 名 称

構 造 規 模

工 事 期 間

建 　 築 　 主

設 　 計 　 者

工 事 監 督 者

工 事 施 工 者

構内既存施設

利用できる（有償）

利用できる（有償）

○○○○○○○○○

工事用電力

工 事 用 水

工事電力および用水

秋田市建設部建築課

○○○○　　　TEL000-000-0000

電気設備担当　TEL018-888-5756

２．

３．

（１）表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。

（２）地色はマンセル記号１ＧＹ７．５／８とし、黒文字（角ゴシック）で表現する。

（３）表示板の大きさ

１号　 （横　180㎝×縦　 90㎝） ２号　 （横　 240㎝×縦　120㎝） ３号　 （横　 360㎝×縦　180㎝）

㎝×縦 ㎝）その他 （横 表示板無し

機器等の表示 （１）盤内の制御機器（サーモ、タイマー等）には、系統名称を記入すること。

（２）電灯のジョイントボックスおよびコンセントには盤名称、回路番号を表示すること。

ケーブルマーク

　　　用途別のケーブルマークの色別は下記のとおりとする。

地　色 文字色

黒

黒

白

黒

黒橙

黄

青

白

赤高　圧

電　灯

動　力

弱　電

火　報

　　　毎に取付けること。

分　類

　　　表面に分類（電灯幹線等）と線種および施工年月、裏面に始点と終点（盤名等）を記すこと。

　特記なき以外は下記によるものとし、詳細は監督員の指示による。

　　　電灯分電盤の各回路に取付けること。

　　　地色は白、文字色は黒、表面に回路番号と負荷名称、裏面に線種を記すこと。

表面 裏面

線種

施工年月 終点 (盤名等)

始点 (盤名等)分類

（３）発電機回路の場合、プレート、二重床用ケーブル接続器および二重床用テーブルタップには、一般電源回路と区別がつ

　くよう回路種別の表示をすること。

（１）アクリル製　彫刻文字　ビニール被覆結束紐付

（２）プラスチック製、ファイバー製　シール文字　結束紐付

　　　盤、プルボックス、ハンドホール内およびケーブルの防火区画貫通部の前後、ケーブルラック上のケーブル３０ｍ以下

　本工事で使用しない新設配管には導入線（ＥＭ－ＩＥ１．６）を挿入すること。導入線の挿入

２７．

２５．

２６．

５．

機器取付高さは下表を標準とするが、現場の状況に応じて監督員と協議すること。

取引用計器

警報盤

分電盤

床　上～窓中心

床　上～中　心

床　上～中　心 １,５００

１,３００

１,３００

スイッチ

スイッチ

スイッチ

コンセント

床　上～中　心

　　　〃

　　　〃

　　　〃 ３００

１,２００

１,３００

３５０～１,２００

名　　　　　　称 測　　　　　点 取　  付　 高　（ｍｍ）

電

灯

幹

線

１．

２．

Ⅰ　工事概要 Ⅲ　共通事項 Ⅴ　機器取付高さ

Ⅵ　工事機材

４．

３．

階 数 延床面積(㎡) 消防法の用途区分 備 考建 物 名 構 造

工事場所

建物概要

耐震クラス

電気工作物 自家用電気工作物 一般用電気工作物

２．

４．

１．他業種との工事区分 　特記なき以外は下記は本工事とする。

（１）梁・床・壁貫通部のスリーブ

（２）壁埋込型器具類の仮枠

（３）天井埋込型器具類下地の墨出し

（４）軽量鉄骨（天井・壁とも）の機器取付け用の補強

（５）吊りボルト用インサート

（３）電話料金

　上記料金の支払期間は、特記無き場合は受電した日から引き渡し日を含む月までとする。

電気料金他 （１）電気料金 施工者負担 別途

　上記料金の支払期間は、特記無き場合は受電した日から引き渡し日までとする。

（２）保安委託費 施工者負担 別途

　上記料金の支払期間は、特記無き場合は引込した日から引き渡し日までとする。

施工者負担 別途

Ⅱ　一般事項

１．適用範囲

２．工事関係図書

①着工前に提出する書類 ・

・

・

・

・

・主要機器一覧表

機器・材料製造者選定届

総合図

工事前写真

・

納入仕様書

施工図

工事前試験結果報告書

工事実績情報登録内容確認書（受注登録）

・

・

・

・

・

実施工程表

下請業者選定届（作業員資格証明書含む）

部

計算書・

・

・

・工事監理用白焼き２つ折製本

打合せ記録書

アンカー （１）機器固定のアンカーボルトの場合には、着工前に耐震計算書を提出すること。

（２）屋外に施工する場合はステンレス製とし、シーリングを確実に行うこと。

シーリング 　シーリング材は原則として変成シリコーン系２成分形とし、シーリング材およびプライマーの選定および施工は

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編　平成２８年版）による。

天井点検口

再使用機器

キュービクル

　本工事に再使用機器を使用する場合は、取外清掃後正常に作動することを確認すること。

　特記なき以外は４５０×４５０、アルミ製、目地枠とする。

（１）抵抗の測定が容易な構造とし、負荷接続用端子台を実装すること。

　特記なき以外は下記によるものとする。

（２）変圧器の容量アップが可能な構造とすること。

（３）計器は広角型とする。

（４）導電部の接続部には、締付けの確認マークをつけること。ただし、制御回路および補助回路は除く。

（５）盤内照明はＬＥＤとする。

５．

６．

７．

８．

９．

２００Ｖ機器

配 線 器 具

位置ボックス

盤類

（２）圧着端子は丸型とし、制御回路等の配線には線番号を付けること。

（１）扉のハンドル形状は監督員の指示によるものとし、２００番とする。ただし、シリンダー錠は３００番とする。

（４）盤内扉の固定方法はワンタッチ式とし、ローレットビスおよびビス止め方式としないこと。

　特記なき以外は４角中浅アウトレットボックスとする。

（１）特記なき以外は大角型とし、スイッチはネーム入り、プレートは新金属とする。

（２）コンセントの送り端子は使用しないこと。

　照明器具を含む２００Ｖ機器には両切りスイッチを使用し、接地線を施すこと。

（３）塗装は指定色焼付塗装とし、塗装色の指示なきは２.５Ｙ９／１とする。

１０．

１１．

１２．

１３．

１４．

建築設備機器

②工事中に随時提出する書類 ・

・

・

機器・材料製造者選定届

諸官公署許可・届出書類

施工計画書

工事報告書（月１回）

工事進捗記録写真（月１回）

施工体系図

全体実施工程表

試験結果報告書

・

・

・

・

・

総合図

・打合せ記録書

工事施工記録書（月１回）

工事施工進捗図（月１回）・

・

・週間、月間工程表

納入仕様書・

施工体制台帳・

・施工図　

工事実績情報登録内容確認書（変更登録）・

・

・

工事総合進捗表（月１回）・

・

・

・

③下検査前に提出する書類 工事完成届（指定用紙）・

・完成写真

・

・工事写真

建退共証紙貼付実績書および共済手帳の写し

機器・材料製造者選定届

試験成績報告書

下請業者選定届

諸官公署許可・届出書類

・

・

・

・

・

・

引込用開閉器

床　上～中　心（床上～上端） １,５００（１,９００以下）

（ 一 般 用 ）

（ 和 室 用 ）

（バリアフリー）

（ 一 般 用 ）

接地 　接地埋設標はステンレス製とし、文字および数値は刻印とする。

（２）ハンドホール内ではケーブルに余長を設けること。

（３）蓋の表示は下記のとおりとする。

「電気」……電力用設備

「高圧」……高圧電力用設備

「弱電」……通信、電話用等

「 電 」……一般電気設備

（１）特記なき以外はブロック型埋設表示板付とし、配管取付加工（ベルマウス、止水スリーブ等）を工場で行うこと。

耐震施工

３．ハンドホール

施工計画書

試験結果報告書

出来形管理表

施工計画書

作業日報

使用資材報告書

下請業者選定届

工事写真　

試験成績報告書（製造業者作成）

・完成写真、資材検収写真（工種別、資材別、寸法、仕様銘版）

・工事写真、廃材処分写真（積込み、運搬、処分地搬入状況）

・試験写真（絶縁、接地、照度、試運転調整等）　

・検査写真（中間検査写真、完成検査写真、官庁立会検査写真）　

黒表紙製本　（ 竣工図　 施工図　 納入仕様書　

完成図書（電子納品）

部

部

完成図書

簡易製本

部

部

取扱説明書）

Ａ４版２つ折製本（ 竣工図　 施工図 盤完成図）

④完成検査前に提出する書類 ・ ・

⑤完成検査後に提出する書類 ・

・工事完成引渡書

完成検査写真 ・

３．工事現場管理

４．機器および材料

６．試験

５．施工

８．完成図等

７．工事検査および技術検査

10．その他

下検査指摘事項書 左記是正報告書および是正写真

完成検査指摘事項書

工事完成受領書

左記是正報告書および是正写真

工事実績情報登録内容確認書（竣工登録）・ ・

・

・

・

・

・

・

・

　（特記無きは２部提出）

完成検査用書類・

納入仕様書

社内検査報告書

・このほか監督員が必要と判断した書類

施工体系図

９．かし担保

　　　かし担保は、工事請負契約書による。

　　　本工事に必要な各種申請手続等はすべて請負者において行うこと。

　　　標準仕様書 第１編１.３ .１～１.３ .１１による。

　　　標準仕様書 第１編１.４ .１～１.４ .６による他、下記による。

　　　本工事に使用する機器および材料は、Ⅵ  工事機材から選定し、速やかに機器・材料製造者選定届を提出すること。

　　　標準仕様書 第１編１.５ .１～１.５ .７による他、下記による。

　　（１）技能士の適用範囲は端末処理作業、後打ちアンカー作業、ケミカルアンカー作業とする。

　　（２）現場で溶接作業を行う溶接工はＪＩＳＺ３８０１に基づく（社）日本溶接協会の管溶接の資格を有する者とする。

　　　標準仕様書記載の試験および、監督員の指示するものとする。

　　　標準仕様書 第１編１.６ .１～１.６ .２による他、「秋田市建設工事検査規程」による。

　　　標準仕様書 第１編１.７ .１～１.７ .３による他、下記による。

　　（１）完成図書類

　　（２）附属品（予備品含む）　

　　　　　予備品において、ヒューズ、避雷器類は、各盤ごとに現用品の２０％以上、また、種別ごとに１組以上を具備すること。

　　　設計図書および質問回答書に記載してある事項以外は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編  平成２８年版　

　　以下、標準仕様書という）および公共建築設備工事標準図（電気設備工事編  平成２８年版　以下、標準図という）による。

　　　標準仕様書 第１編１.１ .３～１.２ .４による他、下記による。

（１）提出書類について

　　指示なき以外は下記の書類を提出すること。

　　（２）工事写真について

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」および下記による。ただし、詳細については監督員の指示によるものとする。

　　　　　附属品（予備品含む） ､保守工具は引継目録を添えて提出すること。また鍵等に取り付ける名称札はアクリル製の彫刻文字とする。

（１）マイクロホンの接続はキャノンタイプコネクターとする。

配管等の塗装

屋外等の仕様

避雷設備

テレビ共同受信設備

拡声設備

（２）非常用放送設備の性能基準の部分については、着工前に計算書、着工後に音圧測定結果報告書を提出すること。

　アンテナマストは耐風速６０（ｍ/ｓ）以上とし、着工前に計算書を提出すること。

　支持管は耐風速６０（ｍ /ｓ）以上とし、着工前に計算書を提出すること。

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

　屋外および地下ピットに用いる支持金具、ボルト、ナット、ビス類はステンレス製もしくは溶融亜鉛メッキ製とする。

　特記なき以外は露出配管、露出ボックスは指定色で塗装（調合ペイント２回塗り）すること。

ケーブル保護

保温・結露防止

　ケーブル工事において二重天井内配線はケーブル支持配線とする。

　外部に面する壁および天井で、発泡プラスチック保温材の打ち込み個所に取り付ける位置ボックス等は保温、結露防止処理２０．

２１．

２２．

　　　　　標準仕様書および監督員の指示によること。

ＣＤ、ＤＶＤ

をすること。また、水廻りおよび屋上階の床への打込配管は避けること。

現場係員編成届

現場係員編成届

廃材等の処分証明書（廃材リスト、処理フロー図、マニュフェストＥ票の写し、収集運搬契約書の写し、

　　　　　　　　　　処分契約書の写し、収集運搬業許可証の写し、処分業許可証の写し等）

（秋田市「工事完成図書の電子納品等要領」によること。）

　特記なき以外は、独立行政法人建築研究所監修「建築設備耐震設計・施工指針　２０１４年版」による。

（３）施工後に非破壊による引張試験を行い、報告書を提出すること。

　特記なき以外は下記によるものとする。

（５）天井裏まで予備の立上り配管を適宜設けること。詳細は監督員の指示による。

　特記なき以外は昼白色のＬＥＤ照明器具とし、接地線を施すこと。照明器具

　また、電線およびケーブルの接続部分は自己融着性絶縁テープ等を使用して絶縁処理をすること。

　ケーブル工事において配線の立上り・引下げは電線管で保護すること。

二重天井内配線

２４．

２３．

水銀使用製品産業廃棄物 　蛍光ランプ等の水銀使用製品産業廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に従い適正に処理すること。

（１）着工前および着工後の照度測定を行い、報告書を提出すること。

（２）着工前および着工後の絶縁抵抗測定を行い、報告書を提出すること。

（３）着工前および着工後の相回転記録を行い、報告書を提出すること。

改修工事

建　築　工　事　の　表　示

秋田市建設部建築課

秋田市長　○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

令和○○年○○月○○日　～　令和○○年○○月○○日

コンセント 　　　〃

コンセント

コンセント

ブラケット

ブラケット

ブラケット

通路誘導灯

台　上～下　端

床　上～中　心

　　　〃

　　　〃

鏡上端～中　心

床　上～下　端

床　上～上　端

コンセント 　　　〃

１,０００以下

１,５００以上

１５０

２,５００～

２,１００～

１５０

２００

６００～１,０００

３５０～　 ４００

手元開閉器

操作スイッチ

床　上～中　心

　　　〃 １,３００

１,５００

集合保安器盤

端子盤

壁付アウトレット

壁付アウトレット

天　井～上　端

床　上～下　端

床　上～中　心

　　　〃

２００

壁付アッテネーター

　　　〃

　　　〃 １,３００

１,５００

天井高×０ .８～０．９

表示盤

壁付発信機

ベル、ブザー、チャイム

壁付押ボタン

壁付押ボタン

天井高×０ .９

天井高×０ .９

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

１,３００

１,３００

３５０～１,２００

壁付インターホン

壁付インターホン

壁付アウトレット

壁付アウトレット

　　　〃

　　　〃

　　　〃

１,３００

３００

２００

３５０～１,２００

機器収容箱 天　井～上　端

床　上～中　心

　　　〃 ２００

３００

２００テ

レ

ビ

呼

出

表

示

動

力

電

話

時
 
計

拡
 
声

避難口誘導灯

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

　　　〃

壁掛形親時計

壁掛形スピーカー

床　上～中　心（床上～上端）

壁付子時計（体育館は除く） 天井高×０ .８～０．９

１,５００（１,９００）以下

（ 和 室 用 ）

（バリアフリー）

（ 一 般 用 ）

（ 台 上 ）

（ 機 械 室 等 ）

（ 階 段 踊 場 ）

（ ミ ラ ー ）

壁掛形制御盤

（ 廊 下 、 室 内 ）

（ 一 般 用 ）

（ 和 室 用 ）

（ 一 般 用 ）

（ 一 般 用 ）

（ 一 般 用 ）

（ 一 般 用 ）

（ 和 室 用 ）

（ 和 室 用 ）

（バリアフリー）

（バリアフリー）

電線・ケーブル

耐火・耐熱ケーブル

通信用ケーブル

非常用照明器具

誘導灯器具

プルボックス

配線器具

製作盤

標準盤

配線用遮断器

計器・継電器等

変圧器

進相コンデンサ

直列リアクトル

高圧負荷開閉器

蓄電池

電線管・付属品

高圧交流遮断器

照明器具類

発電機

テレビ共同受信

インターホン

電話交換装置・電話機

拡声装置

電気時計

火災報知機

避雷針

ハンドホール

ハンドホールの蓋

ロードヒーター

防火区画貫通処理材

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

（社）日本照明器具工業会規格適合品

（社）日本電線工業会規格適合品

（社）日本電線工業会規格適合品

（社）日本電気協会認定品

国土交通省仕様

ＪＩＳマーク表示品

（社）日本配線システム工業会規格適合品

ＪＩＳマーク表示品

三菱、富士、明電舎、川崎、東芝、西芝

アイホン、パナソニック、東芝

能美防災、ホーチキ、パナソニック、ニッタン

ＤＸアンテナ、マスプロ電工

シチズン、セイコー、パナソニック

ＮＴＴ、日立、ＮＥＣ、富士通、東芝、サクサ

ＪＶＣケンウッド、パナソニック、ＴＯＡ

コンクリート製品でのＪＩＳ認定工場

国土交通省仕様

国土交通省仕様

国土交通大臣認定品

東和電機工業、ワイム、かわでん、古川電気工業

三菱、北日本電線、富士古河Ｅ＆Ｃ

３００

３００

２００

テレビ端子

テレビ端子

ただし、記載されていない品目、製造業者および同等品等については事前に以下を証明する書類を提出し、監督員の承諾を得ること。

住宅用分電盤

無停電電源装置

監視カメラ装置

太陽光発電装置

避雷器

　　ただし、納入地区およびアフターサービス地区に東北地区が含まれ、評価の有効期間内にある場合のみ有効とする。

本工事に使用する機器および材料は、下表の中から選定すること。

注）設備機材等評価名簿とは、一般社団法人公共建築協会「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（最新年版）」をいう。

　　・品質および性能に関する試験データが整備されていること。　　

　　・法令等で定める許可、認可、認定または免許を取得していること。

　　・製造または施工の実績があり、その信頼性があること。

　　・販売、保守等の営業体制が整えられていること。

ＪＩＳマーク表示品

設備機材等評価名簿（高圧進相コンデンサ）による

設備機材等評価名簿（高圧進相コンデンサ）による

設備機材等評価名簿（高圧変圧器）による

設備機材等評価名簿（ＬＥＤ照明器具、照明制御装置）による

設備機材等評価名簿（分電盤、制御盤）による

設備機材等評価名簿（高圧交流遮断器）による

設備機材等評価名簿（蓄電池）による

設備機材等評価名簿（交流無停電電源装置）による

設備機材等評価名簿（監視カメラ装置）による

設備機材等評価名簿（高圧避雷器、サージ保護デバイス）による

設備機材等評価名簿（高圧負荷開閉器、高圧限流ヒューズ）による

設備機材等評価名簿（太陽光発電装置）による

注）設備のみの工事では「発注者」とする。

注）設備のみの工事では省略。
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Ｘ0 Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6 Ｘ7 Ｘ8 Ｘ9

のぞみ地域活動

支援センター

Ｙ8

老人クラブ連合会

八橋人形

Ｙ7

休憩室 男子
浴室２浴槽 浴室脱衣

特別浴室 ヘルストロン

機械室２

脱衣室

ポーチ
汚物Ｙ6 PS倉庫
処理室

女子脱衣介護者教育室
厨 房 浴室

女子便所

風除室２

食 堂

ポーチ 風除室３ 女子便所 男子便所UP玄関
男子便所

階段室（B） 電気室

Ｙ5

事務室

湯沸室
リネン室 更衣室更衣室多目的ホール 消火

ポンプ室倉庫
機械室１

Ｙ4

所長室 相談室
静養室

日常動作
休憩室

訓練室

Ｙ3
事務室１ 事務室２

ホール

Ｙ2

EV 倉庫

ロビー

階段室（A）

UP

風除室１
Ｙ1

ポーチ

Ｙ0

55,750

4,500 7,000 7,000 6,000 8,000 5,000 4,000 7,000 7,000 250 2,720

20,500 16,500 14,500
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課 長

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
秋田市老人福祉センター外壁改修工事

R2

S=1/200

電気設備工事 1階平面図

Ｅ

２３

設 計主 査副参事
R2.06

配線は既設流用
ダウンライト：撤去・新設(4台共)

プルボックス：移設・再取付
配線は既設流用

サーモスタット収納箱：移設・再取付
配線は既設流用

配線は既設流用
防湿・防雨型 天井照明：撤去・新設

配線は既設流用

プルボックス：移設・再取付
自動点滅器：移設・再取付
配線は既設流用

配線は既設流用
J.BOX：移設･再取付

配線は既設流用

配線は既設流用
ダウンライト：撤去・新設(4台共)

DL

DL

DLDL

DL

DL

DL DL

DL

露出配管 GP22：移設・再取付

配線は既設流用
P.BOX用化粧プレート(コンセント取付用)：撤去・新設
防水コンセント：撤去・再取付

プルボックス：存置(配管共)

DL

配線は既設流用
防水コンセント(2EETLK)：撤去・再取付
コンセント収納盤：撤去・再取付

P.BOX：新設

配線は既設流用
※新設時はP.BOXに取り付けること
自動点滅器：移設・新設

手元開閉器盤：撤去・再取付

配線は既設流用

プルボックス：存置(配管共)

配線は既設流用

防水型 ３路ＳＷ：撤去・再取付

6
31

3

8

14

4

2

10

14

3

11

防水コンセント：撤去・再取付
P.BOX用化粧プレート(コンセント取付用)：撤去・新設

P.BOX用化粧プレート(コンセント取付用)：撤去・新設
配線は既設流用

防水コンセント：撤去・再取付

ブラケット照明：撤去・新設

配線は既設流用
防水コンセント(カバー付)：撤去・新設

A

PL-T

WP

Th

A

P1

P2

街路灯用ポール(既設)：存置

CON

1L-3

P1

J

DV2.6-2C(架空配線):存置

Th

A

1WP

P1

P2

3WP

P3

J

WP

A

CON

1L-K

1L-2

1L-K

1L-1

防災盤組込

WP

3WP

1L-1

1L-1

1L-1

1L-1

A

A

P3
P3

WP

1WP

WP

１階平面図　S=1/200

記 号 名　　称　・　仕　　様 備 考

設 備 凡 例

照 明 器 具 姿 図 ( 新 設 )

防 水 コ ン セ ン ト 納 ま り 図

露出配管立ち上げ

手元開閉器盤 (樹脂製) 200× 400× 100

防水コンセント  2EETLK × 1 収納コンセント収納盤(樹脂製) 200× 400× 100

プルボックス (SUS) 500× 500× 500

プルボックス (SUS) 150× 150× 150

タンブラスイッチ 3路  防水型

プルボックス(樹脂製) 150× 150× 150

サーモスタット収容箱(SUS) 200× 300× 100

電灯分電盤

街路灯

ジョイントボックス (樹脂製ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ)

厚鋼電線管 GP22

　本工事は、秋田市老人福祉センター外壁改修工事に伴う、電気設備工事一式である。

　・改修工事範囲内の電気機器の取扱いは下記の通りとすること。

　　【存置】：工事中は触れないこと。やむなく触れなければいけない場合は監督員に

　　　　　　　相談すること。

　　　　　　　　　　　電源供給を持続し、外壁改修完了後元の位置へ再取付すること。

　　【移設・再取付】：施設運用上必要な機器なので、工事中は仮設足場に仮移設し

※ 施工に必要な足場については、建築工事の足場を使用するものとする。

※ 使用者の安全に配慮し施工すること。

※ 各撤去機器は適切に処分すること。

※ 各電気設備機器は取外し清掃のうえ、再取付すること。また、工事前後に試験等を

　 おこない結果を書類として報告すること。

　 こなうこと。

※ 各電気設備機器を新設および再取付する際は、シーリング等の防水処理を適正にお

　　　　　　　　　　　外壁改修完了後、撤去した機器を元の位置へ再取付すること。

　　【撤去・再取付】：工事中は機器を撤去し、配線はテーピング処理をおこなうこと。

　　【撤去・新設】：既存の機器を撤去処分し、配線はテーピング処理をおこなうこと。

　　　　　　　　　　外壁改修完了後、新規機器を元の位置へ取付すること。

　　【移設・新設】：施設運用上必要な機器なので、工事中は仮設足場に仮移設し電源

　　　　　　　　　　供給を持続し、外壁改修完了後新規機器を元の位置へ取付すること。

光色、消費電力：電球色、7.6W

枠：鋼板(ホワイトつや消し仕上)

反射板(上部)：プラスチック(ホワイト)

パネル：アクリル(透明)
公共型番：LRS1RP-08

光色、消費電力：電球色、10.2W

本体：ステンレス

カバー：ポリカーボネート(乳白)

公共型番：LBF3MP/RP-2-06
壁面･天井面取付兼用

LEDダウンライト　軒下用　防雨型 ブラケット照明　防湿・防雨型

ダウンライト 防雨型

ブラケット照明 防湿･防雨型

天井直付照明  防雨型 【撤去･新設】照明器具姿図参照

【撤去･新設】照明器具姿図参照

【撤去･新設】照明器具姿図参照

3000K 3000K LED 軒下用シーリングライト 5000K

壁面･天井面取付兼用
参考型番：LGW51704W CF1

光色、消費電力：昼白色、10.7W

本体：プラスチック(ホワイト)

カバー：アクリル(乳白)

防水コンセント　2P15A EETLK 参考型番：WK4102K

参考型番：WF4100F

参考型番：EE43131K

防水コンセント(2P15A EETLK)

外壁取付　詳細図(化粧プレート使用)

ロック式防水コンセント　 2P15A 接地極付

自動点滅器  100V 3A 点灯照度調整機能付

電 気 設 備 工 事 概 要

防水コンセント

取付ビス(SUS)

三方シール処理

シール処理

プルボックス用化粧プレート
参考型番：PFP-2020J
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秋 田 市 建 設 部 建 築 課
秋田市老人福祉センター外壁改修工事

S=1/200

ＥR2

３ ３
電気設備工事 2,3階平面図

設 計主 査副参事
R2.06

配線は既設流用
プルボックス：移設・再取付

露出配管 金属製可とう電線管 24：移設・再取付
配線は既設流用

配線は既設流用
室外機電源(内機送り)EM-EEF2.0-3C：撤去・新設

配線は既設流用
露出配管 厚鋼電線管 GP22：移設・再取付

1

配線は既設流用

配線は既設流用
BS用アンテナ(マスト･取付金具共)：移設・再取付

配線は既設流用

ブラケット照明：撤去・新設

自家用低圧発電機：存置

露出配管(SUS-GP36×2,SUS-GP28×2)：存置

フードボックス：存置

AM･FM･UHF･VHF用アンテナ(マスト･取付金具共)：移設・再取付

　･S-5C-FB，5C-2V×2，7C-2V×2
　しPS内の既設プルボックスまで引き抜き、配線し直すこと
※プルボックス取付に伴い、下記配線をアンテナから一度離線
配管突き出し部劣化のため、新規にプルボックスを設けること

室外機電源(内機送り)EM-EEF2.0-3C：存置

配線は既設流用
室外機電源(内機送り)EM-EEF2.0-3C：移設・新設

2L-2

G

3T-TV

3L-1

P5

3T-TVへ
･S-5C-FB
･5C-2V ×2
･7C-2V ×2

P6

L

P7 G

２階平面図　Ｓ＝1/200 ３階平面図　Ｓ＝1/200

記 号 名　　称　・　仕　　様 備 考

設 備 凡 例

照 明 器 具 姿 図 ( 新 設 )

P4

電灯分電盤

テレビ用端子盤

空調室外機 機械設備工事

機械設備工事

自家用低圧発電機

空調室内機(壁掛)

アンテナ  AM･FM･UHF･VHF マスト・取付金具共

アンテナ  BS用 75cm マスト・取付金具共

P4

P5

P6

ブラケット照明 防湿・防雨型 既設型番：FBF2RP-201(3500K)

露出配管立ち下げ 金属製可とう電線管 24

プルボックス(SUS) 150× 150× 150

プルボックス(鋼板 ) 300× 300× 200

プルボックス(SUS) 300× 300× 200 新設

P7
フードボックス(SUS) 400× 400× 200

機械設備工事空調室内機(天井カセット型)

光色、消費電力：電球色、10.2W

本体：ステンレス

カバー：ポリカーボネート(乳白)

公共型番：LBF3MP/RP-2-06
壁面･天井面取付兼用

ブラケット照明　防湿・防雨型 3000K


